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5 万分の 1 地質図幅

説明書
札 内 岳({fill 路一第 51 号)

嘱託 ま
同
J
R
1
本誠

はしがき

との図i[i日は，北海道地下資源調査所の委嘱により昭和26 年むよび27 年の

7 月から8 月にかけそれぞれ40 日聞の調査の結果つくられたものであるの

日高山脈幌尻岳老よび、札内岳をふくむ広い地域は，との山脈の火成活動の

一つの中心で，大きな深成岩体が発達している。この札内岳図幅には，その

岩体の東南の一部がふくまれている。注入岩体の全段、うをしるためには図幅

「幌尻岳J I千露呂」むよび「御影」をも参考にする必要がある。

との地域にかんするいままでの調査は，いす=れもこの山地の概査また今度

の調査にあたりてがかりとなった。

この図幅の南部札内川島よび、岩内川上流の地質は，木l崎甲子郎ゐよび、酒匂

純俊の調査結果にもとづいているO との図幅をつくるにあたっては，日高研

究グループの団体研究の討論に沿う点がすくなくない。また井尻正二・湊正

雄・浅井宏・外崎与之の諸氏には現地で討論していただいた。研究グループ

の方々ならびにとれらの諸氏に感謝する。

野外調査にあたうでは，帯広市本名木材株式会社，掘善次郎氏ほか現場の

方々から厚意にみちた援助があたえられた。との援助なくしては，山深いと

の地の踏査は不可能にちかかったであろう。また帯広営林署，上美生造林事



業所の諸氏，帯広営林局窓賀氏からもいろいろ便宜をはかっていただいた。

心から者礼申しあげるO 奥地の調査にあたり，ほとんど常に行をともにされ

た北大理学部地質学鉱物学教室熊野純男氏の協力は，踏査にとって欠くこと

のできたいサポートであった。また北大山岳部員あるいは静内町遠藤・井上

両氏の助力も忘れることのでき危いものである。これらの方々に，わたくし

は神々の住むという幌尻岳の，山のあいさつを治くるO

第 1 主主 位置必よび交通

この図幅は，北緯 42°40' より同 50' 東経 142°45' より 143° の範囲をしめ，

北部日高山脈の東面の山地と，それにぜっする十勝平原の一部とをふくむO
古今ニシ 少古+ヴチ 4

との地域は北から芽室町・川西村・中札内村にわけられているが，西南の一

隅にわやかに日高国新冠郡新冠村がふくまれるO

図幅の大半が山岳地帯友ので，村落の発達にはみるべきものが友い。芽室
カ E ピセ 4

町上美生命よび、川西村八千代は，それぞれ農業の小さ注しゅうらくとしてな

りたっているO 上美生には根室線芽室駅より 16km の間パスの便があり，八

千代へは帯広市から 32km 軌道が通じているa ;jなもた道路線は，芽室より上

美生をへて西伏見にいたるもの，帯広より川西・藤・広野をへて上八千代に

たつする基線， ;jなよび、この二つをつなぐ上美生・雄馬別・八千代をつらねる

ものなどがあり，いやれも自動車を通じうる。山間では美生川ぞいにトムラ

ウシ附近の造林小屋にいたる自動車路， トツグベツ川には八千代から 16km

ピリカペタヌ沢まで自動車路があって，との出会に製材工場があるO

林内歩道は， トムラウシ川にいくらかあり， トツタベツ川では，ヱサオマ

ントッタベツ川出会の造材小屋までのび、ているが，あとのものは伐木のため

のものであるから，やがては放棄されるであろう。山間の踏査にあたっては，

上にのぺた小屋，さらに奥地ではテントをはって根拠地とした。
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第 2章地形

-mu
'
4
l
d

山τ
・
・
A

狩勝1t{~にjな こり，南へつらたる日高山脈は，はじめは1，000m な いし1，400

m ほ どの高さをもつにすぎないが，メムロ吊(、1，7.54 m ) を へてピパイロ吊に

いたると標高1，900m を こえるようになるO ここからカムイエクウチカウシ

(1,979 m) までの約 50km の問には， 1,900 m をこえる 1，940 m 峰・トツタベ

ツ岳・幌尻岳・ヱサオマントヅグベツ岳・ 1，900 m 峰などの 8 座の山岳がつ

ら怠っている。カムイヱクウチカウシより南では，山脈はしだいに低くなっ

てゆき，狩勝峠より約 140km にして襟裳岬淵近で太平洋に姿を没してい

るO 遠く十勝平原からこれらをのぞむと，けわしい山々がちょうど鋸のはの

ようにたらんでいる，といっても，山首、の高さにはほぼ、一定するものがあっ

て，それらをむすんでゆくと，中央に高く南北に低いきわめてゆるく携屈す

る線がえがける。

この山脈の中軸部をつくる岩石は，エサオマントツタベツ岳より北方の約

50km は，:t'もに塩基性深成岩類から，またその南方は，:t'もにミグマグイ

トからなりたっている O とこは中核帯ということができるところであって，

との両側に地質について，また地形のうえからも，帯状の要素がつけくわえ

られているのである O

山脈は，一般に西にゆるく東に急斜ずる斜面をもっている O 山稜は河川に

よる侵蝕の結果い宇、れも鋭くやせていて，侵蝕輪廻の概念からいうところの

壮年期の地形にあたる。前輪廻開折面にあたる平らな面は，ほとんど兎当ら

友 110 だがこの山脈の主稜より東西に派生している支脈の山脊には，ゆるい

*カムイ岳 (1 ，600 Ill)とペテガリ岳(1，721 m) との中ほ rに中ノ岳 (1 ，600 m) といろ

山がある。この山の地図上(神威岳図幅〉の標高は誤っていて，実際は 1 ，500m くやら

いと考えられる。この中ノ岳附近の屋根はきわめてゆるしまた平らなもので，二重

山稜の発達するところもある。中軸帯でふる ν、侵蝕平坦面の存在を予想させるのは，

ここだけであろう。(北大山岳部山崎英雄・熊野純男談〉
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傾斜をしめす部分、が認められている。これら iお山蜜階の残片として考えら

れているO この傾斜のゆるい山脊部をつらねてみると，山脈の西側には 700

III ・ 800 Ill--900m ・1， 200 m ・ 1 ，400 m の高さをもっ侵蝕面が考えられるとい

*ろのまた，山脈の東慎IJ には山地上階として1，000 m--1 ,200 III の高さの緩斜山

脊むよび、 500 Ill--700III また 800 Ill--950III の高さの侵蝕W1，すなわち山地下

**階が発達していると報告されている。

札内岳図幅は F 日高山脈の東斜面の一部とそれに捜する十勝平原をふくむ

ものである。したがって，山地は国境主稜から東方に派出するいくつかの支

脈からでき上っている O これらは ;l;~] 葉樹あるいは針葉樹のしげるととろとな

っていて，標高 1 ，600 m 近くから上方は這桧が密生している。山地は，図幅

の西側では訟もに深成岩類からなりたち，それらは山脈の一般走「向から東へ

はりだ、している O 山地の高さは深成岩類の領域で、いちじるしくふえているの

で，岩石の分布と山地の高さとの間には，関連性があるようである O またゆ

るい傾斜の山脊を山麓階とみなすと. 下 900 III の山麓階は深成岩類と堆積

岩類との境いめにほぼ平行して分市する。

第 1 図にしめすように， この階より低い山麓噌はこれより高位にある 900

In--1,000m;;t-よび 1 ，200 m--1 ,40C) ill の二階段にくらべて， かなりはっきり

とした分布をもうているが，一部では 900 III の階との間に不連続の関係をし

めしている O

***牢事**

山地の地形についてたいせつなことの一つに，国谷の発達があげられる。

との図幅にはヱサオマントツグベツ岳北圏谷(新冠川源流) (図版 2，第 1 図)，

jなよぴ東圏谷(ヱサオマントツグベツ川 i~~頭) (図版 2，第 2 図〕と札内岳東

面(ピリカベタヌ沢源流〕の圏谷(ちら表;慌の図版 7 がふくまれている O こ

れらの国谷は日高山脈の，ほかの命士くの!翠谷 ο発達位置とむなじように，

* 中野尊正: 第 4 紀の地形編年 INQUA 日本支部連絡祇 1 号 1952.

料根本忠寛・佐々保雄: 大樹図幅説明書 北海道地質調査会報告 3号昭 3.

料率山口健児: 北海道日高山脈の圏谷状渓谷 山主スキー 88 号昭 3.

材料 Sasa ， Y.: GlacialTopographyintheHidakaMountain Range, Hokkaido,
Proc.Imp.Acad.Tokyo, 10, 1934.
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I 300-400III

I 500-男O Ill

I 600III
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第 1 園 山麓階の分布をしめず

冬期の卓越風(西または北西風〕にたいする風下側の山腹をしめているO カ

ムイ岳東西カタルパ沢源頭では，:t:?なじような位置に雪蝕地形の発達するこ

とも認められるc

ヱサオマントツタペツ岳北圏谷には，西なよび、南側に急崖をつくる圏谷壁

がみられ，東側はくやれなちて崖錐に者jなわれている O 圏谷底は二段構造を

もっ。上段は]，700 m の高さから甫と西の圏谷壁に平行し，への字にまがる

堆石丘からなりたっているO 堆石丘の東南端の基底には，はんれい岩が露出

しているO 下段は上段から約 30m 低い位置からはじまるもので，北にむかつ

てひくまり，最低回は約]，400m をしめしている。下段の堆石丘には，あきら

かな形をのとすものが危い。上段の堆石丘と圏谷壁の形からみて，氷のさく

はくは，間を 3ないですくなくとも 2 回行われたこと，最後の氷は圏谷の南と

西側にのこったものであることがわかる。

ヱサオマントッタベツ岳東国谷も，二段構造をもっているらしい。圏谷底

は 1 ，640 m をしめし，この東はじから，北と南にひらいた八の字形に堆石丘

ーラー



が，西側に発達する圏谷壁にむかつて発達しているO 下段の堆石丘ははうき

りとしないが，約 1，400 m is付近まで降下しているらしい。

本Lr吋岳圏谷は，まえの二つの圏谷にくらべるとけんちょ・たものではないの

これらの圏谷底への河川の侵蝕は，まだ、いちとるしくはたらいていない。

この山地を流れる河川は，ふかく峡谷をきざみ東に流れている美生HI ・ト

ツタベツ川・岩内川老よび札内川であるO 上流は急浬・飛濠あいついで， V

字峡谷をつくっているが，中流より下では両岸に平坦地をつくり，段丘の発

達がみられるO これらの河川が山地をはたれるあたりから東にむかつて，び

ろく扇状地帯が発達している。

E 扇状地および段丘

この地域に発達する扇状地者よび段丘は，これをつぎのようにわけること

ができるO

高位段丘群

上帯広扇状地

f 第 1 河段丘
河段丘群(

1 第 2 河段丘

a 高位段丘群

高位段正群はトヅグベツ川・美生川などの開析扇状地面が，新期の扇状地

によってきられ段丘あるいは台地としてのこされているものである。これら

は新期扇状地面より 20m-30m 高い面をもっている o (第 3 図版，第 1 ， 2 図)
キタトツタ マク吋ヅ

これらは北戸蔦扇状地あるいは幕別扇状地群に，対比されるものである。

新美生の台地は，高位段Eを代表するもので，美生川とトラムウシ川とが

合流する附近より， ;jなもに美生川左岸にそってひろがって，幅 2-5km をし

めし，北東にゆるくびくまって延長約 14km に者よぴ，図幅外芽室町附近に

達している。

b 上帯麗扇般地

上帯広扇状地はトツタベツ川会よび、美生川の合成扇状地であるO 震頂部は

-6-



トッタベツ川では上八千代附近，美生川ではベンケナイ沢出会附近にあっ

て，それぞれ標高 :320 m をしめし，ともに北東に約 27km の間ゆるく傾き，

下限は約 {iOm の高さにある。扇状地の末端近くには泉が発達しているO

c 河段丘群

河段丘洋はまえにのべた扇状地を美生川沿よび、帯広川がけやりとり，また

砂、際を堆積してつくったものであるO 美生川では二段構造をしめし，扇状地

面よりむよそ 20m 低い西伏見第 1 河段丘固と， それらをさらにけ歩って約

10m ひくい平坦回をつくっている上美生第 2河段丘とが区別されるO トツグ

ベツJr!では河段Eの発達はいちじるしいものが友い。

第 3 辛地質概説

この図幅のなかにみるととのできる堆積岩類は，この地域の基盤をつくっ

ている先白亜系の日高層群と，これを治沿って発達する新第三系鮮新統とい

われている池田層:jsよび、第四系に属する扇状地な Eの堆積物層である。

日高層群の一部は，日高山脈の奥地ではミグマグイト化作用をうけている。

この影響でミグマタイトをとりまいて，いろいろ友ホルンフェノレスや片麻岩

類に変成しているO

火戎岩は，はんれい岩類:jsよび、花崩岩類と，これらと直接の関連をしめす

脈岩類が発達しているO

これらの関係はつぎの去にしめすO

~~ 4 章 日高層群

この地域の基盤をつくっている地層は，時代未詳の先白亜系と考えられて

いる日高層であるO 日高層はあてつコい単調友砂岩j壮なよび

いる。これらの一般走向は， N一S または NNE~SS'V の方向でで、，たいて νい、西

に急斜し単斜構造をつくつている。各地で断層や破砕帯の発達するのが認認、め
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~
深成岩類、 ミグマタイトの礁岩

形成をしめす。

※ この図幅地域では認められない

地層でゐる。

沖積世
河岸 i住積物

崖錐堆積物
砂礎、火山灰 トー

帰内".，.

第 2 河段丘堆積物
砂 礎 ~

洪
第 1 河段丘堆積物

四
モ v - :/ 氷堆 石

上帯広扇状地堆積物
.:fi1; 礎

積 高位段丘堆積物
キ占 士 トー

J1'Z
、II!: 帯 広 層終? 降一

?ー 池 国 層
:袷 土

鮮
亜炭(植物遺体〉。

新 新 大 樹 層難

世 トヨ=川層桜

尻3 ←一

一一一 中
尾田村層※

新

又ピナィ川層※

紀 中ノ川層減

世

日方 }I/ 層※

花 同

?
、、‘ 片麻状~閥岩
ク.

-マ

タ

イ
はんれい岩類

ト

先 日主

臼 代
砂岩および

望 米
日高‘層群 黒色粘板岩

最コ 詳

(石!天質図Eまを含む〉
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られる。層序や構造は，まったくはっきりしていない。この図幅では，山地の

束のなかぽをしめているが岩内川・トツグベツ川島よび帯広川で認められる
:;t 7-': ヅ

のは，砂岩ないし細砂岩からなるものである.トツグベツ川下流拾よび堆馬日 lj

附近では:N 20 0E ・:N 'V 80° 方向に，たくさんのとり面をもち破砕帯をしめし

ている O 美生川支流のペンケナイ沢ゐよび、パンケナイ沢では，砂岩と粘板岩

の互層部がみられる O この互層部には，石灰質団球をふくむ部分が発達する。

美生川・トムラウシ川出会附近より上流には，黒色粘板岩がむもに発達する O

互層をつくる一部の地層をのぞけば，砂岩や粘板岩には，へきかいやとり

面が無数に発達し，しかも，層理があきらかでないために，それらの走向台

よび傾斜む正しくはかるのはむやかしい。石灰質団球をもっ砂岩層の走向

とてらしてみると》へきかい両やとり面は，地層面とほぼ平行しているよう

であるが，パンケナイ上流の砂岩・粘板岩の細か友互層のしめす走向傾斜は

N40o，V ・ S'V 40° で，へきかいはN 100,V • :NE70° をしめして 1ρ る O この関

係は，ぴじように急に老れまがる等斜摺曲構造をしめすものであるまいか，

とも考えられるO

砂岩は O.2mm ないし O..5mm ほどの角ばった斜長石と石英の破片とを，泥

質物質が!謬結したもので，斜長石は石英よりも量がむ沿い。粘板岩は検鏡し

でも炭質物友どの不透明物質がひじように命拾い。

第 5 主主池田層

池田層は，新1jj段丘~よび、はんらん原堆積物にあっく命令われているため
むプザン

に，露出はきわめてわるい。ここでは図幅の北東部，渋山川の河床~よび、新

美生段丘の下にわす=かに認められるのであるO したがって，層序関係をきめ

ることはまったくできない。

渋山川河床では泥岩が認められ，これは亜炭層を介在している。亜炭層は

1m たいし 50cm の層厚をしめすo lfii炭層のたかからは，しばしば Betulα sp.

の幹， Jugl'Uns ザ・の建顎などがみいだされるという。亜炭muA斤の結
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果をつぎにしめすO

個数 %

8phαgnum 105 23.9

Pice α， Abies 124 28.2

Pine 12 2.8

T8Ug α 28 5.1

Salix, Que?・CU8 18 4.1

Aln ω 8 1.8

Betula 9 2.0

Ericaceae 4 0.9

K-type 51 11.6

L-type 19 4.2

M-type 27 6.1

ふ』 の他 36 8.0

なむほかに，

Meniy αnthes triJoli αtα L.

車掌

の種子もみいだされた。

とれによってみると，あるいは，との合亜炭層部はいままで考えられてい

るより若い時代のもので，洪積層に属するものかもしれない。

第 6 主主 十勝第四紀層群

すでに第 2 章でのべたように，との図幅の東半をしめる平原の台地・扇状

地あるいははんらん原は，ひろく第四系に命令われている O た者，国谷の氷

堆石あるいは崖錐もふくめられる O

寧 北海道大学理学部佐藤誠司学士による口

紳 これは北海道大学理学部湊正雄博士によってみいだだされたものである D
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I 洪積層

これらは台地・扇状地の堆積物である。堆積物は，ほとんど同じ種類の際・

砂な Eから在りたっているので，これらをのせる段丘面の高さ会よび、開析の

具合から，つぎのように細分するO

a 高位段丘堆積物層

b 上帯広扇状地堆積物層

e 西伏見第 1 河段丘堆積物層

d 上美生第 2 河段丘堆積物層

a 高位段丘堆積物麿

これは新美生・北岩内な Eの， もっとも高い台地面をつくっているもので

あるO 北岩内の台地では，会もに粘土台よび、砂礁であるO 台地の断面は，露

出がないので直接にみることはできないが，この台地のほぼ中央の井戸から

しられたととろでは，表層は赤褐色の粘土層 2--3 Ill，その下部は火山灰?と

思われる淡褐色の砂層 30cm， つづいてこぶし大の燥をまじえた砂層がみら

れ，次第に牒層にう勺りかわるO 表面より約 7.5m で水にたつした。土地の

人の談話によると，この台地の表層部にはあつい粘土層がどこでも命令って

いるという。

新美生では，砂傑屑がいちじるしく厚く発達しているが，間!の風化のてい

どは，扇状地や河段丘の礁にくらべてすすんで、いるO

ベンケナイ沢附近では，高位段丘堆積物層は新期の段丘によってきられ，

新期段丘堆積物の発達がしられているO その断面では二つのものの間に，水

酸化鉄のあつまった赤いしまが発達し，下部の高位段丘堆積物の臣告は風化し，

ぼろぼろにくやれるものが命令い。

b 上帯麗扇朕地堆積物

とれば美生iff ・トヅタペツ川の扇状地形成によってもたらされたものであ

るO 砂磯層を主とするO 礁の種類は，はんれい岩類;t;-よび、花尚岩類である。

燥の大きさは，ところによってかわるが，一般に高位段丘の傑より大きい。



表層の粘土層，腐植土層はきわめてうすい。

c および d 河段丘堆積物

西伏見沿よぴ上美生河段丘をつくる堆積物は，まえにのべたものと，ほと

んどちがいが認められ友い。表層の腐植土層はやや厚い。農耕地としては上

帯広扇状地面よりまさるものといえるO

E 氷堆石

ヱサオマントツタベツ岳治よび札内岳の圏谷では，圏谷壁の直下は沖積崖

錐で治jなわれるが，圏谷底の末端附近には堆石丘群が発達するO 圏谷底上段

では堆石丘の形はあきらかにと Eめられているが，氷堆石は一般にうすく上

段と下段のうつりぎわには，基盤があらわれているO 下段の氷堆石ははっき

りとした堆石丘をもたたいが，わりあいあっく堆積しているO ヱサオマント

ツグベツ后東面圏谷下段では 30m をこえているO 堆石は 2m ないし 1m ほ

どの角ばった形をしめすものが命治く，さっこんは認められない。

皿沖積層

沖積層は渋山川・美生川・帯広川老よびトツグベツ川のはんらん原の砂磯

層者よび各段丘面上を訟なって発達している火山灰層である。菌谷~よび剣

山のふもとの崖錐も，ここにふくめられるO 火山灰は山地も~~うものであ

*るO 黄白色の軽いもので，十勝統 C に属するものかと思われるO

第 7 章 火成岩概論

+ル

北部日高山脈の脊稜にそって，北は日高国沙流川上流から南へのび、てチロ

ロ岳・美生岳・ヱサオマントヅグベツ岳より，さらに十勝国札内川上涜広い

たる延長約 40km，幅lO km ないし 15km，長よそ 560 平方 km のひろい面

*山田忍: 北海道における火山噴出物の分布にづいて 北海道地質要報 21 号

19ラ3.
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積をしめている細長い深成岩体がしられているO この道入体の一部は，この

範園にとどまらやに山脈の西側にそって帯状に細くのび， 日高国様似町幌i請

の近くまでたっしているO うえにのべた地域は， 日高山脈での火成活動の一

つの中心をたしていて，幌満附近の深成岩イ本にあいたいしているO

北部日高山脈の深成岩注入体は，幌尻岳注入岩体とよばれるO それは注入

*体のなかに， この山脈最高の!幌尻岳をふくむからであるO

幌尻岳主入岩体はきわめて大きな岩体であるが， これは逗塩基 lさより酸[主

にわたる深成岩類があいついて泣入し，合してできた複合法入岩休であるO

岩石の種類が命令いば、かりで友く，とれを形づくうている岩類l土，たとえな

たじ鉱物組合せをもっていても，それぞれの法入し?と時期つ構造運動のちが

いが，岩石の組織のうえの特徴となっていることは，とくに注目に値する。

また注入単位のちがう岩体の境めには，イ伊例F丹jえば

積岩;涼L明頃5百{の岩石が， 長い距離にわたって層状にはさみこまれ， 隔空〔セプタ)

とたっているととも見逃すことができない。

この図幅にみられる深成岩類は，幌尻岳泣入岩体の一部分をしめるものだ

から，それらの注入岩体で、の位置をあきらかにしてゐく意味で幌尻岳泣入古

体のあらましをつぎにのべる。

幌尻岳注入岩体をつくる岩石を，泣入の単位べつにまとめるとつぎのよろ

になるO

第 1 期遊入岩類

ソージユ)[..石はんれい岩およびはんれい角閃岩

かんらん石はんれい岩

ソーシユノレ石はんれい岩

はんれい角閃岩

片状ヱピドート角閃岩

*幌尻岳l土日高国新冠郡と沙流郡との郡界上にあって，標高 2，052 m むしめず。この札

内岳図幅にふくまれるポロシリ岳( 1,846 m)!む十勝目にある乃で存ポロシリ岳と

よぷか，ある v 、は山名をかたかながきにして区別して ν 、る口
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第 2 期選λ岩類

片紋はんれい岩類および片廠朕はんれい岩類

輝禄岩:氏はんれい岩

片状褐色角閃石角閃岩

片麻状かんらん石はんれい岩

片麻状ノーライト，ハイパライト たど

第 3 期選λ岩室長

はんれい岩類

かんらん石.はん~L い岩

ノーライ 4

ー
ノ\ペノ" -7 つ i

角閃石はん'- 'ハ岩

閃禄音質はんれい岩 など

第 4期遊λ岩類、

片府L扶花園岩類

片麻状主肖岩

黒雲母片麻忌

アプライ

第 5期選入岩

花嵐岩

グラノファイプ

第 6 期遊λ岩

区クライト質{まんれい岩

第 7 期選λ岩

かんらん岩

ソージユ)1，.石はんれい岩およびはんれい角閃岩

これらの岩石は，主主入岩体のもっとも西側に位置していて，山脈にそい北
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は狩勝峠附近から南は幌満近くまで帯状につらなるものであるO 岩体の大部

分は片状のいちじるしい，緑色角閃石と斜長石からなるはんれい角閃岩であ

るが，なかに粗粒かんらん石はんれい岩またはそれに由来するソーシュル石

はんれい岩が認められるO はんれい角閃岩類は，この岩石が罰まうたあとで，

強く差動をうけ変成しできた岩石であるO との岩休は，西側の日高層に街上

断層で接しているO 岩体の束1~!jは片状，片麻状はんれい岩とセプタをへだて

て，とたりあっているO したがって，東側の主入岩類との直接の関係、はわか

らないが，道入の構造的な規模からみて， ここでは第 1 jtfj注入岩と考えてい

るO この岩類は札内岳図幅のなかにはふくまれていたい。

片拭はんれい岩類および片蔽航はんれい岩類

片状はん >rt い岩jむよび、片麻状はんれい岩類は，第 1 f切j記入岩の京に待し宮

北に細長い岩休をつくるものであるO まえのものは，梧色角閃石と斜長石か

らなる片状岩であり，あとのものは，いちじるしく方向性のうよい粗ゼほん

れい岩をさしているO 片状はんれい岩は， との岩体の西側にむもに発達して

いるO との吉類は，一部には輝様岩をふくみ，またその構造をのこすものも

あるが，ほとんど角閃岩ょう岩石になっているO とのようた点から考えると，

片状はんれい官は輝禄岩質マグマが回結してのち，すぐに，あるいは回結し

訟がら， ストレスをうけでできたものと思われるO 片麻状はんfノLい岩類は，

片状はんれい岩の東(iL整合的に発達しているO この岩類の有色鉱物はかんら

ん石や輝石で、あって，あとで熱水的影響をうけたととろのほかは，角閃石は

いちじるしく左い。斜長石は流理構造とともに圧砕または再結品し，岩石の

構造は片麻岩のように怒っているO このようた差封のあとは西側ほどうよ

く，岩体の東側ではよわい。この岩類は，片状はんれい岩よりゐそく泣入し

たものと考えられるが，やはり，ストレス条件下で固結したものであるO と

の図幅には片麻状はんれい岩の一部分がふくまれるO

はんれい岩類
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第 3 期道入岩類は，方向性のあまりつよくないはんれい岩類からなりたっ

ているO この岩類と片麻状はんれい岩類との境めにも，セプタが発達してい

るO はんれい岩々休は，いままでのべたものとはちがって，山脈の走向に対

し不調和叫に束にはりだした境界をもつものである。岩石の種類はj号沿い

セプタも岩休["1 にたくさん認められていて，一単位の道入岩ではたいであろ

う。この図 III面にもうとも広く分布する民戎岩は，弟 3 ;1jj泣入のはんれい岩類

、であるO

片廠扶花嵐岩

片麻状掲岩は，第 2 J司・第 3，注入岩類をつらぬいて， 日高層群との境

めに道入している。岩石には南北方面の葉片構造がはっきりとみられ，一部

では粗位の花向岩に，また一部ではミグマタイト質の黒雲母片麻:岩に連絡し

ている o ~ぎにのべる正白岩とほ，直接に主主ーしていないが， この岩石形戎の

訟を tρ:号店、n に 5尚三7が;主 Jにしたと思われるO

花嵐岩

弔:; ~vjはん ;J LV·!·吉々体の東側に， ~.守勝時から南に点目たがくっらなって花両

岩が発達している。この這入体のさらに南でも，ところどころでとぎれては

いるが，な何台しi工、らくの間，両岩体がみられるO この図幅にふくまれるい

くりかの岩休は，こうした発達をしめすものであるO

r;クライト質はんれい岩

この図 Ijj!j'jのなかで、は，第 3 期は/レ iいρ岩をつらぬく岩脈として，祖粒のか

んらん石の主』、宕いは/しれい岩がしられている。この岩石は，広尾町音調埠ち

か〈で~{t崩岩をつらぬいているから，第 6J明道入岩とした。

かんらん岩

もうとも西側のはんれい角丙岩のたかに，その片理に整合的な岩床として，
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かんらん岩が認められる。この岩石は圧砕的危影響をいくらかしめしている

が，新鮮なかんらん石からなりたっていて，蛇紋岩化していない。桐粒のは

んれい岩々脈とポーヒライト岩脈とを伴っている。あとのものは節理に平行

していて，全く変戒のあともない。かんらん岩は第 1 期注入体!J) なかに 0み

発達しているので，第 2 期上り後の岩類との関係はわからない。 したがっ

て，第 7 JiJj とした根拠はつよいものではない。以上幌尻后，主入岩体につい

て，そのあらましをのぺた。

まえにあげたよろに，幌尻民注入岩体をつくっている深成岩類は，なのな

のの注入単位に，それぞれむなじ鉱物組成をしめす岩石をふくんで、いる。鉱

物成分や(ヒ学泊組成がにていても，理状や岩石の組織・構造がちが弓という

のは，そのとと自体に意味があるから，とこでは深成岩類を没入単位りIjにし，

その訟の訟のについて記載する。

第 8m 火成岩各諭

E 片廠状!まんれい岩類

片麻状ばんれい岩類は，この図幅で(土美生nil二流からトヅグベツ iii 7 の沢・

国境カムイ一応(1，756.1 m) ・ヱサオマントツタベツ民・干し内 !!i 上花域にかけて

ひろく発達しているO とれらじっ岩石には， トツグペツ ifl 上流怠るいは美生ifl

上流〔閣1同外になる7 の片;存状はんれい岩に発達するよ弓た，。よい宅片あ

るいは片:[犬椅をはみられない。ことに，岩休の東;長ijでほ方:-riJ ド!:の iまとんどな

いものが烏台いから，庁麻状はんれい岩とそのすぐ束に按ずるたのはん j し

い岩類とのよ寛めを， ととときめるのはい?とってむやかしu。だが， トヅタベ

ツ川の 5 の沢合流とカタノレノミ沢合涜との中間からだ、いたい向付E の方げに，

ヱサオマントヅグベツ ifl 中流出から札内出頂上近くにむ力、勺て石氏!吉田球を

たくさんふくみ，つよく変戒し?とホルンフェルスのような黒雲母一紫蘇輝石

一石英 斜長石宕aが，セプタとして深成岩の在かに認められる。これを境に

し，その東側と西側とのはんれい岩には，ィコぎにあげるようなちがいが認め
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られJ る O
4
~.:込

・、
.-:;~ ~.

西 偶1 セプタ 東 111

i _,_ ".,. - , . ,. ~ , .粗粒のかんらん石はんれ U 岩がセ l
l 岩石|中粒 ノ{ライト・ハイパライト~-:::':•-~ •~-='-:,:.':.:'.:' /~.. - I

( (プタにそって発達する o !

| ;花市岩質アプライトは局所的に発!アプライトの発達はひじように U
l 岩服 j 達する。数もすくな ν 、 D 方向 l工 i ちビる LV 、。 N 600~80 E ほとん

N30o-40E c"E-W 方恥ちか U o i

E-W・N700E 方向のものが規則 i
iE-W 性の節理にはアプライトが

!正 L (発達する。セプタの近くで!
|左もなわれる D これ以外の節理は

i は N 1O-20oW 方向のセプタに平 i
節理 |ところによって方向がちがう。平

!行する，こまかな節理がある口傾|
|らな節理はセプタの近〈によく発|

'f.-tはほとんど直立するロ平らな節，: '.~=~= '~- -/ .~ , '-.. ,/ ~ I
!達している。 I

|理はびピように玄れである o |

こ A'I-らの点から，片麻状はんれい岩と塊状のはんれい岩との境界を，セプ

タ i亡命くことにする。

この図幅のたかにふくまれている片麻状はんれい岩の鉱物組成は，わりあ

い尚単なものであって，基性斜長石・斜方輝石・単斜輝石沿よび、少量の角閃

石が岩石のフミ部分、をしめるO また，いくらか黒雲母や石英がくわわっている

ものも，すくなく友い。斜方輝石はどの岩石にも認められるが，単斜輝石は

ーように分布していない。鉱物組成にしたがって，片麻状はんれい岩類をわ

けるとつぎのようになるO

片麻状ノーライト〔ハイパライト)

合石英・黒雲母・角閃石・ノーライト

A 片麻状ノーライト

片麻状ノーライトは，組成鉱物がわりあい簡単で、あるにもかかわらで久岩

石の組織はひじように変化にとんでいるO

これらの岩類には，わりあい早い時期にできたと考えられる細粒の岩相と，

これを N-S あるいは:NN'V-SSE の方向に貫ぬき， あるいは壮きかえてい

る中粒たいし粗粒の岩相が区別j されるO
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記載の便宜のうえで， ここでは早期形成相と後期形成相にわけでのべるO

早期形成相

この岩類は，中粒片麻はんれい岩類のなかに発達する栴粒岩であるO ヱサ

オマントツタベツ民;吋近にびろく認められ，その東国谷の国谷壁では黒雲母

片麻岩をつらぬいているO この岩石のたかには，白みのまさった中粒ノーラ

イト 7Y'，約 1m 幅の縞をつくって何本も発達しているO ここから東のほ弓で

は，縞状の中粒ノーライトが次第に優勢にたって，沢の下手では，中位:日が

ひろく発達するのがみられるO このなかにも，なゐ， レンズ、;氏・シュリ{レ

¥.細粒相ーつだか

り縞状構造

B: 中粒相 J) なか

J て科目粒相がレン

ス七i犬!こと r ょうら

ι 』〆、 ν 、も'0

、、〈ぷん平行配

列をする斜長石お

よび紫蘇埠石より

なりたっている。

輝諜岩ょうの構造

がろかがえる D

新冠川上流カム

イ岳。

x30

カムイ岳の岩石は， 鏡下

では， 斜長石 C一軸に一方

向への平行配列性があり，

いくらかオプイチザク構造

をおびている o (第 3 図〉

斜長石は An 6 5 の成分を

もち， 0.4mmx0.3mm から 第 3 圃

A B

第 2 圃 片麻状はんオL\.‘岩の細粒相と中粒相との民係

a 輝緑岩獄ノーライト

この岩石の代表的たものは，エサオマントツグペツ岳東圏谷やカムイ「丹市
-唱E司r-­

近にみるととができる。

肉眼的には黒みのまさっ

た細粒の塊状岩であるO
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0.8mmx0.5mm ほどの他形ないし半白形をしめい それらの長軸は一方向に配列する

傾向がある。累帯構造はほとんど、な v、。エサオマシトヅタベツ岳東圏谷では，これらのな

かに斑晶状斜長石が発達する。斑晶状斜長石は 2.5 mmx2.0mm から 1.5mm x1.2mm

ほどのもので，結晶境界は凹凸にとみ，A060-5::Jの成分をしめず不規則な累帯をもち，

小さな輝石粒主づつみこむ。輝石粒は，おなピ光学的方位をもづものがかたまづて，分

布している。〈第4 図〉紫蘇輝石は1.0mmxO.2mm ないし 0.3 mOlx0.1mm ほどの桂状

結晶で，斜長石王おなじ方向にだいたい配列する o 2V=( ー )75 0
0 普通輝石は O.3mm­

0.1mm の粒状，玄たはところによりポイキリテイヅグな発達をしめす。斑状斜長石にと

りこ玄れて v 、るものは，これによって交代されたのこりとみるこ主ができる〈第 4 図〉

pI: 斜長石 角内石(宇奈 l長石の問をう

py: 輝石 ずめる褐色角閃石で CZI

Bi: 黒雲母 =29 0。おおくは輝石を

破線 i土斜長石の{国体 つつんで発達する。黒雲

のりんかくをしめす。 母(ヰエサオマシトザタベ

斜長石斑晶のなかには ヅ岳附近の岩石にみられ

輝石の細かな結晶がか る。これらは，ポイキリ

たまってふく玄れてい テイザグに 2mm-1.5

る。視野直径は約 2 mm の結晶をしめしてい

mm で、ある。 る。こう ν 、う黒雲母は片

第 4 園斜長石斑品につつみこま 麻岩やセプタなどの近〈

れる普通時:石 に発達する。

b グラニュライト獄ノーライト

との岩石は，ヱサオマントツグベツ岳南東の山腹でみとめられるO 鏡下で

は，斜長石 54.::? ;?r;， 輝石 32.6%，黒雲母 9.55r;， 鉄鉱 3.5%， 燐灰石 0.4%

の容量比をしあすO とれは輝禄岩状ノーライト・ハイパライトとほとんどち

がわない。

斜長石は 0.2 mm ,,-, 0.5 mm の粒状結晶で， それらは 0.3mm"-'0.5mm の粒

状輝石と，モザイク状にくみあい，ホルンフエノレスあるいは細粒グラニユラ

イトのような構造をみせる O しかし，輝石の分布のようすに注意すると，粒

状斜長石は 0.8mmxO. .'3 mm ないし 0.5 mmX0.2mm の無方向的に分布する

斜長石柱状結品が，再結品したためにできた，とみるととができる O

後期形成相

片麻状はんれい岩類後期形成相は，まえにのぺたように，早期形成岩のた
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かに続として，またはそのものがひろく分布し，独立の岩相をなしている。

紙状に発達するものは N一円から N30C'V の範囲の走向をもち， .t?.t?くは E

ないし NE に 60° ，..，.， 70° 傾く。中粒相につらぬかれる細粒岩のなかには，ま

えにのべたように，細粒岩を会きかえる斑状斜長石のみられるところもある

が，ななくは，細粒相とスムースな境いでうつりかわるO 後期形成相のむ在

くの岩石では，斜長石は C一軸を一方向に配列して，流理構造をもっているO

それらの方位は，縞状構造に平行しているようであるO また，流理による方

向性にくわえ差劫がはたらき，圧砕再結晶が行われて，岩石に方l斗 i主が一層

強調されているものも，きわめて普通にみとめられるO

だが，なかには，斜長石にまったく配列性がないものもあるO このような

塊状岩ば岩体のまわりには発達せや，中心部に治jない。また方「叶性のない岩

石は，後期t目のうちでもさらに晩期にできた岩石に去命いようであるO

岩石は，片麻状ノーライトがその主体となっているが，セプタあるいは黒

雲母片麻岩と接する近くでは，一肢に石英や黒雲母もくわわっているO

c 片麻紙ノーライト

標式的在中粒の片麻状ノーライトは，ヱサオマントツグベツ川やトツグベ

ツ川にそってひろく発達しているC 流理構造のあきらかな岩石は，ヱサオマ

ントツタベツJE東国谷や札内川上流などで認めら tLる。

A B

第 5 園片麻状ノーライト
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は白眼性がわりあ

し、につよく流理構

造をもって v 、る。
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これらの岩石 (1，鏡下でみると，斜長石の自形結晶にいちピる Lv、配列性が認められ

るロ紫蘇輝石にもその傾向はうかがうことができるが，普通輝石や角閃石は配列してい

る斜長石をつつみこんで，なかばオフ f チック構造をしめすものがおおい口(第ラ i宜主〉

斜長石は 2 mmxO.8mm ないし 1 mmxO.2mrn の自形結晶がおおじ An60-50 ほどの

成分のものである。累帯構造にいくらか発達して ν 、る口これらは C一軸をほぼ一方向に

そろえて流理構造をしめして)、る。なかには粒状の他形斜長石も認められるが，これら

は An 5()の成分をも・っている D 双品の形式は A. 男 ;;，j， C.32;',j, u.13;;~ をしめす。

紫蘇趨石は 0.5 mmxO.lラ nlnlないし0.2mmxO.Oラ mmほどの柱状結晶で，斜長石とお

なじ方向に配列するD 角閃石によヲてつつ支れることがある。普通輝石は粒状・あるい

はポイキロプイデザグ構造をつくづて認められる。角閃石の産状し普通輝石主だいた

いおなビである。緑色をおびる褐色のものである。黒雲母は，どの岩石にもある主いう

訳ではなv 、。これはセプタの近くではポイキリチックな発達をしめすことがおおν 、。

ヱサオマントツグベツ川中流・トツタベツ11[7の沢出会的近・カタルパ沢

友どでは，いままでのべた流理構造と，いくらかちがう構造をもっ中粒岩が

発達し℃いるO

斜長石はだいた 第 6 図にしめすよろ

L 、一方向に平行配 iむ これらの岩石の斜長

列なしてv 、るD そ 石;む長軸をそろえて配

れらの結品境界は 列にしているが，結晶は

モザイク構造をし むしろ他形をしめすもの

めしているo 1_ か であって，変成岩のよう

し再結晶したもの だ組識をもっているロこ

ではなνD れらD結晶l工累帯をしめ

エサオマントッ すことはなν 、。

第 8 圏 片麻状ノーライト中粒相

タベツ川中流

x30

美生川上流では片麻

状ノーライトは偏圧を

いちじるしくうけて圧砕・再結晶している O

第 7 図にしめすようにわりあい大形の斜長石は再結晶 L ，変成岩のような等粒構造に

かわって ν 、る D 斜長石の L ゅう片双晶は， L ばしばおしまげられているロまた，あるも

のは圧砕をつよくうけて，斜長石が残斑晶主なり，輝石は細かな角閃石の集合にかわっ

て ν、たり，あるいは反対に斜長石が!王砕きれ，再結品 L，紫蘇輝石が残斑品主なるなど、，

ところによヲて変化カ川、ちピるし u 、 D

片麻状ノーライトのむなくは，方向性をもっている岩石であるが，たかに
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ているO したがって， こ

は組成鉱物にまったく配

列性のない塊状岩をもふ

くんで、いるO こり塊状の

はんれい岩は方前]性のあ

る岩石をつらぬいたり，

.:toきかえたりして発達し

美生川 x30

る。

斜長石はその玄

わりから再結晶を

してモザイグ状集

合にかわワて)、

れらの岩石は片麻状ノ{

第 7 園片麻状ノーライト ライトのなかでも晩期に

属するもの， と考えられる O 一波に塊状岩は粗粒であって，第 3 期主主入岩の

あるものと，区別するのがむ宇かしいほどにている O

エサオマントツグベツ川中流部の塊状の粗粒岩は，方向性ある中粒ノーラ

イトのたかにひろく発達している O

この岩石は， 斜長石 85.1 J~ ・輝石 12.3% ・角閃石 2.0% ・黒雲母 0.6% の

容量比をしめし， 半白形粒状構造をつくっている O

斜長石(二 1 .5 mmx0.8mm ないし

0.8mnJx0.3mm の半自形をもち累

帯はほとんど、だ」・。 An50 わ成分で

あるョこれらの制長石のなかには第

8 図にしめすように，紫蘇輝石や細

粒 Jコモサ: 1，ク状の斜長石がヲヲみこ

玄れて ν 、る。その斜方輝石:ヱカミン

グトン角閃石支た黒雲母に変イヒし，

その玄わりに虫〈 ν、構造ーができてい

る。輝石(之紫蘇輝石主普通輝石がほ

ぼ等し ν 、量あるが， あ主 Jつもの lエ 2

mmi まどにもひろがり，なかばポィ

キリヂックな形をもっている D

a/111m

第 8 園片麻状ノーライト 粗粒部にみられ

る斜長石と割方輝石の虫( v 、構造。

d 含右英・黒雲母・角閃右ノーライト

この岩石はヱサオマントツグベツ川中流や札内川上流などのほうぽうで，

不況Wj紅形の者脈ょうの発達をしめすものであるO との岩石のみられる近く
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には，セプグがあって，岩脈の母岩にもポイキリチックな黒雲母が認められ

るO ヱサオマントツグベツ川での発達のようすは第 9 図にしめす。岩脈の分

~ 1/

;/〆シン 1/ 仇 No!'

bグ

第 9 園合石英・黒雲母・角閃石

ノーライト@産状

くって発達している O

Gn..N or: 片麻状

ノーライト

AP: 花喝岩質ア

プライト

ぷケッチは約 5

n1 の範囲をしめ

すロ

エサオマントヅ

タベツ川中流。

校の先のほうには

岩脈にみられるよ

う友白みのまさっ

た粗粒の部分が，

ぼんやりと， しか

し脈状に，母岩の

なかにも認められ

るO 札内川では，

全えにのぺた縞状

構造の粗粒部をつ

エキオマ:/トッタベツ川のこの岩石は，鏡下では，方向性のない半白形粒状構造をし

めす。

斜長石は An4 君の成分で 1 mmxO. ラ mm~0.3 mmX0.3mm1ま r の，累帯構造のないも

のである。紫蘇輝石は柱状ないし粒状の形をしめL，カミシグトシ角閃石や黒雲母によ

ってつつまれていることがおおい。黒雲母は1.5mmほ rのポイキリチックに発達する

ものがある。石英はほかの鉱物の聞をうずめているが，早期にできた鉱物をL 、ち仁るし

くおさかえている。

B 節理系

まえにのぺたように，片麻状はんれい岩々休にはその全域にわたり，わり

あいに規則正しく発達する節理が認められるO

もっともひろい範囲にわたりかつ一様に発達する節理はほとんどE-'Y

方向の走九をもち，ほほ、直立するものであるO これらの方向は，片麻tit構造

の走向;こ対して直立する固にあたるO したがってとれらはQ 節理系を形成し

ているとみられる。くわしく調べると，とのQ 節理は一つの単位ではなく

*Quer-ldiifte,CrossJoint.
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て，わやかに斜交するふるい Q 節理とみられるものも認められているO

つぎにひろく発達する節理は， N40o""'50oE の走向でW または E に 60° ""，

70° 傾くものである。 これらは片版状はんj〆しい岩々体のほぼ中央， トヅグベ

ツ川 10の沢 L図幅外にたる〕附近では況則正しく発達しているが，岩件;の東

側， この悶幅のなかではいちじるしくはない。しかしこれらも， Jtl~;状構造

に対して直交するから Q 節理の一系統と考えられる。

セアタの;丘く， 例えばトツタペツ川 6 の沢上流友どでは， N50む ""'GOOE ・

~，v 40° の主司・傾斜をもっ，わりあい細かた節理系が注意される。 これら

の節珂の発、主は，わりあいに局地的たものであって，あとでのぺる片麻状花

尚岩の注入に開店があろらしい。全た， との岩石との境界の近くでは ， l't尚

岩賀アプライトが節f01にそってたくさん注入している。

*S 節理，いいえ比えれ!'f' Q 節理 irこ百交して急立する泊三11 は，支えのものにく

らべるとはっきりしないし，また不規則のようでもち乙。だが， N400\γ.NE

700 をしめすものは ， s 節現にあだるのであろう。

**L 節理，つ杢り Q 節理主 T 上び、吋節耳 Hにほぼ交し，間きのゆるい節 it ま

ったくめだ竺ない。

II rまんれい岩類

第 3 J1Jj注入岩と考えられるはんれい岩類は， トツタペツ]f IG の沢の近くか

ら札内 lIT へつながるセプタの帯を西仮にして，一!ヒは美生 ii[ とトツタベツ川，

南はピ:) ，カベタヌ沢と札内川の分水嶺にだいたいそい， 約 Skm 東方につき

だした境界をもっ岩体をつくっている。

この注入体の形 l土，まえにのぺた片麻状はんれい右-体の形とちがい， 日高

・屑の一投走:可をきれ不整合的である O 日高田との境 jやるらほとんど足根す

じにそっているために，充分に観察はできた Eかったが，境見出のかたむきは，

トツタベツ 4 の沢では直立し，キLr勺川キネンベツ沢で it :f とに iO C' ばいてい

*Spal1seltc, LongitudinalJoint.
ネホ I~ager ， Flat-lyingJoint.
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るO はんれい岩に接する日高層の砂岩・粘板岩類は熱変成し，あるいは熱水

的変質をしめし，圧砕されていたり片状を会びる部分もみられるO

はんれい岩はその岩体の北西部， トムラウシ山・妙敷山の附近で片麻状花

筒岩につらぬかれているO また，岩体の南部ピリカベグヌ沢やキネンベツ沢

上流では，ととろどころで花局岩の貫入をうけ，東部は，十勝ポロシリ忌東

面より三角点 1，089 m 山にかけて発達する花筒岩のためにきられている。

はんれい岩体の危かでは，たくさんの花白岩質アプライト岩脈が発達して

いるO とれらのアプライトは，花商岩類の法入に直接関連してできたものと

考えられるが，はんれい岩全域にわたる分布のようすをみると，との岩休の

下にも花時岩質岩石がひそんでいるらしい。

日高山脈でのはんれい岩と花白岩の発達の位置関係を考えると，あとのも

のはまえのものの領域をさけて道入し，あいならび，二つのものがいりまじ

る形は，ほとんどしられてい友い。とこでも，その例にもれ宇とするならば，

はんれい岩体はわりあいに深くたい位置に，底をもつものであろう，という

予想がたてられるO

はんれい岩類は， .t:::jなくは塊状岩であり，方向性にあまりいちじるしいも

のがな\.no 不調和的注入岩体をつくるにもかかわらす"，つぎにのべるセプタ

をのぞけぽ，ゼノリスはすくない。セプグは，石氏民団球をたくさんふくみ，

ホルンフエノレスのいちじるしく高度に変成し?と岩石， と考えられるもつであ

る。片麻状はんれい岩との境にたっているものをのぞいても， トツクベツ川

ぞいに ]3 枚をかぞえることができるO それらは，ピリカベタヌ沢出会より約

lkm 上涜と 1 番滝上流とに集中して，セプタ帯をつくっているO ピリカペ

タヌ沢でも，その 5 の沢近くと 8 の沢附近に集中しているC

はんれい岩類は，その組織と鉱物組合せにかんして変化にいちじるしくと'

み，鉱物組成によってわけるとつぎのような単位になる・0

かんらん石はんれい岩

ノーライト・ハイノミライト

ユラライトはんれい岩

角閃石はんれい岩
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閃禄岩質 J 二ん;;1.-'1{、岩

かんらん石はんれい岩は，岩体のもうとも西自IJ に，セプタにそって分布す

るO この岩石は，ところどころで、かんらん石を欠いて，粗粒のハイパライト

になっているO このこうの岩石のすぐ東側には，やや不規則な分布をもっノ

ーライトとハイパライトが認められるO これらは，かんらん石はんれい岩に

ともなわれるハイパライトととは，日fjの単位の岩石ではたい。またノーライ

トとハイパライトの輝石類が角閃石{とした岩石が，ユラライトはんれい岩で

あるO

角閃石はんれい岩は，褐色角珂石を特徴とするものであるが，ノーライト・

ハイパライトからうつりかわる票、にあるC 角閃石はんれい岩は， トツグベ

ツ川中流部やピリカペタヌ沢中流などにひろく分布するが，その位置は，荷

台まかにいえば，輝石はんれい岩類の東側にあたてコているO これらの岩石は，

その一部では石英などの注入をうけ，黒雲母をたくさんにもつ岩種に， うつ

りかわっているところがあるO こっ岩石が閃禄岩貨はんれい岩とよば、れるO

閃禄岩質はんれい岩 i土，したがってびじように不均質なものであるO

はんれい岩休のなかで，これらの分布をみると，それぞれの岩石は西から

東にだいたい順次に発達しているようであるO

閃様岩質はんれい岩は，セマ。タ帝よりも東南IJ にとくにめだっょうであるO

しかし，この岩石はまえにのべたように，主入の一平位をつくる岩石では

ないので，ここでは鉱物の組合せからみると，黒雲母や石英もだいぶ含まれ，

普通，はんれい岩とはいわれたいものも，はんれい岩の異相としてとりあう

かっているO

この岩石とかんらん石はんれい岩をのぞけば，あとの岩類には細粒の早期

形成相とそれより遅れて形成された中粒ないし粗粒の岩石が発達しているO

この二つのものの関係は，片麻状はんれい岩のととろでのべたものと，あま

りちがわない。

細粒の早期形成相は，岩体のほうぽうでみることができるが，セプタの近

くにとくに命令い。これらは輝禄岩にちかい構造をもち，岩体の急冷却岩相
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A: 中粒相 (B) な

ど刀はじに特r: f憂

白質の部分 (0)

があつまり，洞粒

岩 (A) のなかを

つらぬ)、て v 、る。

B: 中粒岩のつくる

縞状構造。縞に平

行して細粒部のな

かご，中粒部が湘

v 、 HIfをてコ〈ワて v 、

00

をしめすものと思われるO

中粗粒の後期形成相は，細粒岩のなかに縞状に発達するほか，それ自体が

独立してひろい地域をしめるものであるO つまり，桶状構造は二つの岩椙の

接するあたりに発達することになるO 縞の走向老よび傾斜は，片麻状はんれ

い岩の場合とちがい変化が命拾い。しかし，それぞれの場所では，だいたい

一定しているO

トッタベヅJII 1 番 流附近 N20ー-30ー E BE70ー

司 4 の沢 N700E BE70ー-80ー

ピリカペタヌ沢中流部 N100_400W BW30°ー70°

札内岳北方 N100-200W NE600~80°

縞の幅は，ひろいものは 20m にもたつするが，せまいものは 1cm にもい

たらないものさえあるO 発達のようすは，大きくわけるとつぎの第 10 図にし

めされるこつの形があるO

A B

第 10 聞 はん*n 、岩細粒相と中粒ないし粗粒柑の

野外関係をしめず

第 10 図 A は，細粒相と粗粒岩との境めにとくに集った優白質の部分が，

岩脈のように畑粒岩をつらぬいているものであるO これらは，ピリカベタヌ

沢上流でしばしば認めることができるO

第 10 図 B は， *病状の組粒岩に平行して細い脈状の粗粒部が，細粒岩のな

かに発達するのをしめしているO この脈のない場合にも，告もに斜長石や角

閃石が斑晶のように細粒岩のなかに認められることが命令い。

このような縞状構造の成因については，まだわから危いことが会1まいが，
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固結初期にできた節理(われめ〕に関係があるらしい。

A かんらん石はんれい岩

かんらん石はんれい岩ば，塊状のはんれい岩類のもっとも西側に，セプタ

にそい，帯状に分市ずる。岩石は，中世ないし粗粒の均質なものであるが，

ところによっては，斜長石と有色認~:'f加とのわりあいにかなりのびらきがあう

て，また，畑仕の部守と粗粒の部分とが筒状構造をつくることもあるO 札内

岳北函やヱサオマントッタベツ川下流たどでは，かんらん石が失われて粗粒

のハイパライトにうつり 7]>わっている。一般に究状で，鉱物には記列|宝がな

いが，続状構造をしめすものでは，斜長石は平行西日列をしているO

干し i勺 7J二!と引に発達する判H粒のかんらん石はんれい岩は，鏡下でみると，半

白形粒状構造をしめず。

科長石 i二 An60 の成分をもち1.5 mmxO.ラ rnm， 1nunx0.2mmほ γYノ半白形倍品が

C日軸をだいたいそろえ配列しているD 累 J市!二みられなU 、。 かんらん石(三0.4 mm~0.2

nImの新鮮な粒状倍品で，科長石に対L ては白取性がなv 、。蛇紋石イじしていても，よその

玄わりに放射状7);b;flｷ/)をうくることにな」、。 輝石は 0.3mm から 0.2mm の埋柱状ーの
/¥

普通輝石がおおν 、。時には1.ラmnl におよぶポイキリヂザグた発達をしめす。CZ/=41°。

角閃石は濃」、緑f見色種であづて，さえの有色鉱物をつつみ，~判長石の間Jこびろがること

がおおし、D

粗粒部きしめ L 粗粒のかん己ん石(三人;[1.-v'

て v 、る口斜長石， 岩 i 二， 7l1'~ 11 図にしめすよろ

かんらん石，単苦手 f I 二，斜長石‘ 2mm から 0.8

輝石，紫蘇揮石お mm 三 Y の位形をもち，累 ~·t :=r

よび褐色角閃石か も L めされる° An7o-6o の範

らできている。 回 7) 成分三もっている D 有色

札内岳北面ヱサ 鉱物パキ rn 粒部王ほとんど角突乙

オマントザタベツ てでいが，普通輝石および 7者色

川支流 o x30 角閃石が L 、す〉じ、るしく発達し

て， J"! 長石とオフィチッグ構

第 11 国かんらん石はん *n 、岩 浩をつ〈ることがおお v 、白

昭和沢と流に発達するかんらん石はんれい岩は，ひじように有色鉱物の命

令いタイプである O これは有色鉱物の命令いはんれい岩のなかに SE に 40°
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傾くシート状の部分もしられているO ヱサオマントツグベツ川下流部などに

認められる粗仕ハイパライトは，かんらん石はんれい岩とうつりかわるー

っο異相であるが， との岩石には一般に紫蘇輝石の量が命令く，斜長石は

Au'iO ないし Anco の成分範囲にあるO

B ノーライト(ノ、イノぐライト)

ノーライトとハイパライトは，はんれい岩体のなかで、角閃石はんれい岩に

ついでひろく発達する。とのこつの岩石は，互にくみあっているから，それ

ぞれをわけでとりあっかうととはできない。

早期形成相

a 輝緑岩獄ノーライト

ノーライトの早期形成相は，まえにのべたようにセプタに近いところにみ

られるもので\岩休の急冷相にあたるO しかし，との細粒岩は岩体の中心に

むかつて粗粒にうつり変ることはなく，はっきりとした境界で，より粗粒の

岩石に接して Jる。鏡下でみると構造は輝緑岩のようなものであるO ピリカ

ベタヌ沢 7 の沢出会的近の岩石は斜長石 51.7 %，紫蘇輝石 36.5 %~普通輝石

3.2%，角関石 2.3pd，黒雲母 2.8%，鉄鉱 5.2%をしめす。(第 12 図)

Wf長石，紫

蘇輝石，角閃

石からできて

」、 90

ピリカペタ

ヌ i尺 o x30

第 12 園輝拐岩状ノーライト

ところで輝石三うつむ禍色角閃石である c

後期形成相

。

斜長石は 1 mmxO.3mID , 0.5

mmxO.lmm の長柱状で配列性

はな ν口累帯もほとん Fみられ

ない。 An60 flt" の成分をもっ

ている。紫蘇輝石は O.2mm か

ら O.llV m の短柱状でなかには

O. ラ lnnl ほ rの大形結晶がある

が，これは斜長石とオプイチヅ

グ構造をつくる口普通輝石は細

かな粒状をしめし斜長石のまわ

りにみられる。角閃石はところ



b ノーライト

これらの岩石は，急冷相を縞状につらぬいて発達するO またトツタベツ川

中流から昭和沢下流にかけては，独立にひろく分布をしめしているO ピリカ

ベグヌ沢で、輝緑岩状ノーライトを幅約 2m の縞状につらぬく岩石は，鏡下で、

他形粒状・平行構造をしめしているもので，容量比は斜長石 57.9%，紫蘇輝

石 38.2%，鉄鉱 3.8%である o (第 13 図)

第 13 圏 ノーライト中粒和

斜長石{土 2 mmx0.8mm , 1.5

mmxO.ラ 111m の不規則な桂状結

晶で累帯(幻ま主んどない。結晶

主軸の平行配列が)、ちじるし

昭和沢下流 U 、 o An60 の成分をもっている。

メ 30 大形の斜長石 i土小形科長石にく

らべる主平行配列をしていた

L 、口これらは，平行配列の方向

にほぼ平行するすべり運動を行

づて，結晶がこわれている。紫

蘇輝石口 O.ラIllm xO.3mm , 0.3

mmxO.lIll m の柱状で，斜長石に干行して配列している o 2V=(一)700

昭和沢下流のノーライトは，ひろい分布をもつものであるO

斜長石 .5.5.8 %，紫蘇輝石 31.4 %，苅石1.1 %，鉄鉱 0.3%の容呈上とをも

っ。

科長石は 1 mmxO.3mm ないし 0.3 mmx0.1Illlllほどの位形柱状で，累;;吉はわずかに

歩〉る。配列性(土杢くない。紫 Y.t* 輝石 ι1 mmxO.2mmから 0.3mmx0.1IIlIllの長い柱状

である。角関石;二 'f:司色めカミングトン角閃石がおおい D

トツグベツJi l 1 呑沌約 500m 上涜では，このようなノーライトのなかにボ

イキリチヅクた褐色角閃石ができ亡いる O これらは，普通 3mm 程度，とき

には，いくつかが集って .5 mm に拾よぶクロットをつくり，斜長石をううみ

とみ，たかに粒状の輝石をとどめて発達している O このようなクロヅトの部

分をみると、つぎにのべる角閃石はんれい岩と構造も組成鉱物の上でもほと

んど区別できない。
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ｷc 角閃石はんれい岩

角閃石はんれい岩は， j定状はんれい岩体のなかで， もっともひろい面積乞

しめて発達している O これらはトツグベツ}f [1 番滝より下流，十勝ポロシリ

舟北面からピリカベタヌ沢にかけてみることができるO まえにのぺた輝石は

んれい岩と jなたじように， この岩石にも細粒の早期形成相と，それを縞状に

きる後期形成の粗粒岩とが認められるO これらの関係は，第 10 図にしめした

と去りであるO ま?と， この岩類では，後期の粗粒岩が細粒岩を不規則にjむき

かえて発達するようすもみることができる。このようにしてできた岩相は肉

眼的にはいちじるしい特徴のあるものだから，交代岩相ということにするO

早期形成相

a 輝緑岩獣角関右はんれい岩

この沼粒岩は，まえの場合と訟なじように，たいていセプタに近いところ

ζは認められるが，また，荘i粒相のなかにパッチ状にみられることも命拾い。

この岩石は斜長石・褐色角閃石が主成分で，輝石は角閃石のたかにのとって

いることもあるO 輝石がたくさん認められる岩石は，輝様岩状ノーライト・

ハイパライトにふくめてもよい。

ピリカペタヌ

沢上流。

x30

鏡下では，でかばオブイデッ

グ構造をしめず。〔第 14 図〕鉱

物容量比はどこでもだいた ν 、に

でいて，斜長石 41~43 ;'，;，角閃

石ち 7~59 ;'，;の範囲におちる口

奈i長石は 1 mmxO.2mm から

む.ラ mm xO.1mm の長柱状半白

形で，アルバイトーカルルスパ

、ソド双品を普通にしめし，累，市

もかなりはっきりして ν 、る。

第 14 固峰、緑岩状角閃石は Id u. 、岩 An r， o-4 u の成分範囲をもワもの

も認められる。角閃石は挙 l長石の聞をうずめてなかばオフィチック構造をつくる褐色種

て・ある o CZ/=23ー X: 黄茶色 Y: 茶色 Z: 茶掲色

交代相
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b 斑獄角閃右はんれい岩

相粒角閃石ほんれい岩は，粗粒相との中間に，粗粒相の要素を不規則な斑

点状にもつ角閃石はんれい岩をもっているO まだらにできている粗粒の斜長

石や角閃石は，図版 5 にしめすように，細粒の母岩を jなきかえてで、きている

ようにみえるO ま?と，この岩相のなかには粗粒相が脈状にはしるととろもす

くなくない。

鏡下でみる王，細粒の基質二支えにのべた輝禄岩質角閃石はんれい岩であって，それ

にみられる変化 l二，粗粒の斑点，-按ずる禍色角閃石が部分的に淡色になるほかはなにも

な L 、己主だら状に発達する粗粒部::':， 2mmxO.lmm ないし 1mmxO.5mm の半自形制

長石と 2mmーlmm ほ rの柱状。他形掲色角閃石からできている。

容i長石，土アノL パイトーカルノL スパッド双品をもっ。累帯はよわ u 、。全た包裏物~ T,t.\.- 、。

角閃石(土宗!長石より自形性がよわ v 、が， 0.3mIllxO.lmm ほど、の小ぎな奈!長石をたくさ

んつつみこんで v 、る c 角閃石;土斑点の全わりにわりあ」、集主る傾向が忘る。〈図版ラ，第

2 図〉

後期形成相

c 角閃右はんれい岩

後期形成の角閃石はんれい岩は，輝禄岩質角閃石はんれい岩を縞状につら

ぬいて発達するほか， トッツグベツ JII とピリカベタヌ沢出会を中心に， この

二つの川ぞいにひろく分布するO 岩石は均質なものではなく，細粒の早期岩

相主パッチ状にふくんで、いるO

第 15 圃角閃石はん*LI.、岩

ピりカペタ

ヌ沢上流

x30

角閃石はん7.'-' "、岩 J二，鏡下で，

半白形粒状構造乏しめず口 〈第

15 図〉斜長石はのだ -49 ;:~，

角閃石(土ラ 1 %-39% ほど‘の範

囲の容量比をもっ D 主ころによ

っては，黒雲母をともなうなぞ、

変化に主んでいる。

斜長石に1. 5 mmx0.8mm , 1

mmxO.ラ mrn ほど、の半自形結品

で，支ったく平行構造はな v 、。

アルバイトーカルルスパッド双

晶をもち，累帯ばわりあ v 、はっきりしている口 An55 の中心核に An40 の周縁部をもって
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いる口角閃石は掲色のものであるが，支わりから淡色のものに変って u 、る。帯緑茶色の

ものもおお U、。ときとぎ，中心に輝石がのこヲている。黒雲母は，た u、てい緑泥石に交

fじする。これは斜長石きおさかえて，不規則なかたちで発達する石英に左もなわれてい

ることヵ~:}s .:teν 、。

D 閃緑岩貨はんれい岩

この岩石は，角閃石はんれい岩に石英や黒雲母がたくさん発達して，すで

にできている鉱J拐をなきかえているタイプをふくめるO 輝石をふくむほんれ

い岩にも，このようなタイプはところによっては，小規模に細い派をつくっ

て発達することがしられているO したがって，はっきりとした岩休をつくっ

て閃視岩買はんれい岩が発達することは，すくないのであるO

トツグベツ jif とピリカベグヌ沢出会の約'300 m 上流や 1 番荷下涜 500m [j付

近に，わりあいひろく閃様岩買はんれい岩は認められるO

この岩石ih 鏡下で h二，半白形粒状構造ーをもちょ斜長石は An4.'iの中心核に Anso の成

分主もヲふちがにつきリ主認められる。有色成分は紫蘇輝石の小さい粒状結晶. i如来色

角閃石 e カミングト γ角閃石 e 黒雲母であるが，黒雲母は 2mm j)J、上にもたつするポイ

キリチッグな発達をみせている D 石英はほかの鉱物のあ ν、だをうめてびろがり，また，

それらなってフみこむものがおお)、D ところによワては，プールをつくっている白

埠石;ヱんれし、岩に主もなわれるもの(む縞状構造の走向にほぼ直角に発達する幅 2cm

~3em，長さ l ラ em ほ tの細眼をつ〈ワているDζ のまわりは，視色角閃石があっ主る

帯があワて，なかを粗粒 Jつ科長石@褐色角閃石・黒雲母および石英がうめて νι。ポイ

キリチックな角閃石主黒雲母の発達およ℃ロ石英のプール状の産状ほ， 'v、ちピるしいもの

である。

E 節理系

第.3 r~jはんれい岩休にみられる節理系は，片麻状はんれい岩のものにくら

べて規則lIE しくたい。また，はんれい岩には方向性があっても限られた地域

に発達する縞状構造だけであって，全体としては，方向性がきわめてみいだ

しにくいから，節聞を野外でいみづけることはむやかしい。また節理の発達

もトヅタベツ!日 1 呑滝近くのセプタでの観察をもとにして考察すると，つぎ

にのべるように複雑なもののように思われる。
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~O11\

黒雲母。正長石。石英・斜長石岩 23. 合斜方輝石・主主主石・

黒雲母・正長石・石英・斜長石岩 2b 斜方輝石。黒雲母・石英

・斜長石岩 3 花喝岩質岩石とアプライト 4 二んれし、岩

第 16 圏 トッタベツ Jill 番滝上流のセプタの節理の発達をしめず

すなわち，とこのセプタではつぎのようたととがしられる。セプタより下

流側のはんれい岩 1iL:は， N600E ・ BE 40°, N100E•N"r60°, X400¥V•:NE

40° などの節珂がよく発達し， N400E •N¥V60ー .......， 80° のもつにそっては花両

岩質アプライトが貫入している O セブタは，ほ ~'N 20o~:30 コW に走るもの

らしく， 厚さ約 30m である O そしてとの友かには一様に1& 10--20em の石

灰質団球、がふくまれている O セブグの東側の約 17m は，黒雲号一石英一正長

石-斜長石岩で，それは西側では，童青石とわ守、かの斜方輝石をふくむ岩石

にうつりかわる O との岩石は，約 7m の幅をもっている O さらにこの西日 IJ は，

斜方輝石-黒雲母一石英一斜長石岩が，約 6m の間露出している O この部分

のセプグのなかには，二 iヒにひろがる花筒岩質岩石が発達している。との両

岩質岩石も石灰質団球をふくんでいる O セプタの西側は，ちきらかな境界を

しめしてはんれい岩と摂し， これによって貫ぬかれている C このセプグの露

顕は，河にあらわれているので露出の状態はびじようによく，一つ一つの節

理を追跡するととができる O 節理の方向は韮青石・斜方輝石をふくまないセ

プタは， N400E •BE60°, N100E ・ BE 55°, N800¥V• S¥V60° 方向がいち

じるしい。韮青石をふくむ部分では， N500E ・ N\V 85°, 才3 よび、 N200¥V•

一日ー



S'V80° と芯り，斜方輝石のいちじるしいセプタで、は， N700E ・ N'V 70° 方

向の節理がめだ、つO あとのものは，西側のはんれい岩にもつながるものであ

るO セプタ上流のはんれい岩では. N700E •N'V70°, N400,V •S'V80° 方

向の節理があきらかであるが，セプタを離れるにつれて， K200E ・ N'V 20ー

のゆるい節理がくわわってくる O このように，節理は岩石の種類がちがうと

別の方向をしめすのである O 第 3 期はんれい岩は，岩相や鉱均の組合わせに

変化がはげしいから，節1IRの方向が一律で、はないことを，との事情に，もと

めることもできるであろう c

それにもかかわらや，はんれい岩体にはその全域にわたって，わりあいに

一定した方 t訂の節耳!が認められる。主の節理というのは，岩体の北西部で、は

走吊 I] N60° ",,80 E のほとんど直立するもので，ひじようにたくさんの花局岩

質アプライトをともなうものである O とれは，岩体の謂の iまうでも訟なじよ

弓に認められるが，アプライトの発達の具合は，まばらになっている O 岩体

の束のほろでは， N300 "，，40E の走 ir11 をもつものにうつりかわっているらし

く，この方if:] の節主iiに，アプライトがところどころみられるO

との一群の節理は，ほかのものをたちきっているから，わりあいに後期に

できたものであるととがわかるO これについては，片麻状7E尚岩のところで

のべている。

山セブタについて

片麻状はんれい岩類老よびはんれい岩ー類のなかに，石灰質団球をたくさん

ふくむトーナライト質岩石あるいは黒雲母一石英一ノーライト賞岩石が， リ

ボンのよろにつらたり，はみこまれている。これらは深成岩体のととろどこ

ろで、認められる。もっともいちじるしいものは， トヅグベツJ[!5 ノ沢からカ

タノレパ沢・ヱサオマントヅグベツ川中流・さらに札内民東方にわたって発達

するセプタであるO これが片麻状はんfしい岩類とはんれい岩類との二つの岩

体の境界に考えられていることは，まえにのぺた。このセプグを追跡してみ

ると，ヱサオマントヅタベツ川での露.頭部とトッタベツ川での露頭部との中
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間，標高約 1 ，200 m の高いところ(比高差約 400m) でも，このセプグは認め

られるから側方への延長はもちろん，垂宣的にも，かなり連続性があるもの

とみてよい。

セプタに接するはんれい岩は，会希くは細粒輝禄岩状の急冷却相をしめし，

*はんれい岩の柱状斜長石はセプタに平行する面上に配列しているO この配列

性は流理構造をしめすものと考えることができるO セプタの石灰質団球は，

はんれい岩のために切られていることが認められるので，セプクをつくる岩

石は，はんれい岩にようてとりこまれたものであることは疑いもない。

このようなセプタは，片麻状はんれい岩のたかにも，第 3 期はんれい岩の

なかにもふくまれているが，母岩のしめす性賞のちがいに応じて，セブタの

組成あるいは構造に相違が認められる。

A 片麻状はんれい岩体のセプタ

り鉱染され，赤さび、をだ

している。

鏡下では，石灰質団球の

中心は 0.2 mm~O.1 mm の

透輝石左びじようによごれ

た斜長石が，延長方向に配

列している D 団球のはじの

ほうでは粒状石英がくわわ

り，透輝石のかわりに緑色

ポイキリチヅグ

紫蘇輝石がいち r

Q し」、 D

エサオマシトッ

タベツ川。 x30

第 17 圃片麻状はんオLI.‘岩の

なかのセプタ

片麻状はんれい岩のなかにふくまれているセプグでは，石氏賞団球は一方

向にひどくひきのばされて幅 3cm. 長さ 30cm またそれ以上に台よぷ細長い

形となっているO その中心は青灰白色，まわりは緑色を:t-び，母岩との境め

ははっきりしていたい。石灰質団球をふくむ母岩は，細粒片麻状黒雲母一紫

蘇輝石一石英一斜長石岩

で，細かな磁硫鉄鉱によ

車線配列はわかヲていない。
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角閃石の発達するものもあるロ母岩は片麻岩状の黒雲母一紫蘇輝石一石英一挙|長石岩で

あるが，セプタによっては，黒雲母と石英はわずかの量をしめすにすぎず，ノーライト

質の岩石である場合も認められる。このよろなノーライト質岩石では，斜長石日 0.1 mm

ほどのモザイク状結晶の〈みあワたもので，そのなかにO.ラ mm におよぶポイキリヂザ

グな紫蘇輝石斑状変晶が発達している。このような構造は磁硫鉄鉱による鉱染王とも

に，ノーライトlごはみられなv、特徴といえる。

B はんれい岩体のセプタ

はんれい岩のなかに認められるセプタのなかには，まえにのぺ?とものとち

がい，組成鉱物に平行肥列佳がiまとんどない。石灰質団Ji\i士，だいたい 20cm

から 10cm ほどの丸みを jなびた形をしているが，不規則に枝わかれしている

ものも，すくなくない。それらの中心は青灰白色，まわりは禄色の帯でつつ

まれるO 団球と母岩との境めには，二つのものがうつり変る帯があり，母岩

の粒度は団球からはなれるにつれて粗くなっているO 母岩はトーナライトの

ような岩石であるが，市田粒部と粗粒部とが不均質にまじりあい，流動したよ

うな構造をつくっているo (第 18 図)

鏡下では石灰質団球の中心;土びピように細かな

透揮石と科長石とが宥集 L，それらの聞に角ばっ

た形の O.15mm ほどの石英粒が認められる D も

ちろん石英は細かく再結晶 L た粒子のあつまリと

なワている D この構造I.>. 石灰質砂岩の組識をのこ

しているようであるロ団球のはじは，透輝石主禄

色角関石とがたくさん集って v 、る帯があり，この

外l[!l]は細かなく角閃石〕透輝石一石英一斜長石岩

である。およそ 2mm ないし 3mm でこれに黒雲

母がくわわりだし， しだ u 、に粗粒の母岩にうヲヲ

てゆく D

第 18 圃セプタにみられる 母岩は，幅のひろいセプタの中心ではトーナラ

流動構造 イト質岩石である。斜長石は1.5mm ないし 0.3

mnl の半白形をしめ L，配列性はまったくな v 、 D 累帯構造は ν 、ちじるしく An3~-:lO の成

分範囲をもヲて v 、る。細かな斜長石や票、雲母をつづみこむこむものがわリあいにおお

い。これらのしめす双晶のわりあいはワぎのようになるJ
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No. U A C

粗粒トーナラ
50,246 17 41 42

イト質岩石であ
ラ0，249 19 36 4ラ

る。黒雲母のつ
50 ，2ラO 20 43 37

よ」、発達，斜長
ラ0，251 19 44 37

石もわりあ V 、自
50,252 20 41 39

形的である口
黒雲母 i j: Imm-O. ラ mm の

トッタベツ川 板状結晶をつくり，わりあい

1 番滝上流 自形性がある。ジルコシの多

x30 色牽が認められる D

X: 淡黄色

第 19 園はんオLI.、岩のなかの Y三-z: 赤褐色

セプタ 石英主カリ長石は斜長石，

黒雲母乏ワワみこんで，ポイキロプラストと L て発達して ν 、る D カリ長石;土保 3mm 以

上にも生長するが，均等には分布していな ν 、。

トヅタベツ Jfr1 呑涜上流のセプタでは，第 16 図のようにセプタのはじのほ

うに主青石と紫蘇輝石が斑状変品として発達している O この itG.. 5t には， しば

しば粗粒の向岩質桐脈ができている。この脈のはじでは石英やカリ長石が，

母岩を交代しているようすが認められる。また，この脈の一部はセプタ自身の

みたらす τ，はんれい岩も貫ぬく不規則た形の花肖岩質岩脈にったがっている。

このような花両岩賀岩 j1fKは，片麻状はんれい岩の友かの一札[入 j川上流のセプ

タ，ヱサオマントヅタベツ)庁 f府東聞のセプタ，あるいはピリカベタヌ沢のい

くつかのセプタについても，同じ産状が認められる O この産状を考慮すると，

堆穫岩がはんれい岩にとりこまれたために，ひじように高い熱変成作用をう

*け， {疋を会び、る古[j分ができ，下部からの物質の供給もあいまって，逆に

はんれい岩のたかに貫入したものと考えられるO

石氏賞団 J;::kり存在から，とれらのセプタは堆積岩に由来するもつであるこ

とはうだがえない。しかし，深成岩体のなかに特定の地層だけが， このよう

とどめられているということについては，わからないo ~そらしそ j/L らの発

ネ 東京文理大地質学教室広田正一測定による白

** .i i1:積岩自体から供給されたものが，お，;}c"，、かもしれな ν 、 D
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達は赴入のときの地質構造のうえの意味をしめしているのではあるまいか，

とも考えられる。

IV 片麻状花嵐岩類

片麻状花両岩類ははんれい岩の北側，片麻状はんれい岩の東側に幅約 4km

北々西に会よそ 12km のびて図幅外メムロ岳附近で消滅する調和的な注入

体を形づくっている O

この岩体は，美生川とその支流トムラウシ川左どの上流部でみることがで

きる O 片麻状 Tt:尚岩はトラムウシ山や妙敷山の南面 iで第 3 期はんれい岩をつ

らぬいていて，また美生川 8 ノ沢合流近くで、は，はんれい岩の大きなゼノリ

スをもち，これを同化する様子が認められる O

片麻状花尚岩体の東側では，岩石には片状構造が強くしめされ，その走向

と傾斜は日高層の変成したホルンフェノレスのへきかいに一致している O 岩体

の中心部は粗粒で、，方向性はわりあいに弱いが，岩体の西側の約 lkm の間に

は草青石をふくむ黒雲母片麻岩が露出し，その片理に平行してしばしば粗粒

の花局岩質岩石があきらか友境界をもたぬ脈状に発達している O

もっとも西側，片麻状はんれい岩との接触部ではふたたび、組粒の花局岩貰

岩石となる O

岩体の東側の片状構造は， 日高層との接触部近くでことにいちじるしく，

美生Ji [, トムラウシ川では N20ー--30ー'".S'"50°--60° の走向傾斜をしめし

*ているO この面上には黒雲母による線配列がすくなからや発達するO たいて

い，それ〆らの方位は N5°--100，，，， ~なとしは SSE 8°__10° であるが，トムラウ

シ川の一部では片理面がみられやに，水平た線配列のみがしめされているO

片麻状1l両岩がはんれい岩をつらぬくトムラウシ山や妙敷山のあたりでは，

断層がいちじるしくあるために，片状構造の方向はみだれているO しかし，

だいたい走向は東西性と友り傾斜は南者ちになっているO 美生川 8 ノ沢では

• Lineation.

- 40 ー



片状構造の走Ifi] は東にふれ，下流では N20ー",30o E , 上流部では N60
C
E を

しめしいやれも習に急斜しているO

片麻状花崩岩休ο西の部分をしめる黒雲母片麻岩の片状構造は，美生川で

は N200"，40c，V の走印をしめし s，v に 40°"，60° で傾斜しているが， ところ

によっては NE 50° -.， 70° かたむくものも認められるO

片麻状花向岩体をつくっている岩石は，

片麻状花尚岩

黒雲母片麻岩

であるO まえのものには片状構造のいちじるしい周縁岩相と粗粒の中心部

の岩相が区別jできる。

A 片麻状花白岩

片麻状花向岩は粗粒の片状をしめす花尚岩であって，カリ長石・斜長石・石

英;むよび黒雲母を主成分とするO それらは一般に圧砕し，再結晶をしめして

いるが美生 Iff R ノ沢附近の岩石では，動力的影響をわりあいしめしていない。

この岩石は，鏡下では，斜

長石 l工 2 mn1xImn1ないし

トムラウシ}I f

x30

る。

ではこのように

配置されてい

黒雲母 'e、線配

列に直角な薄片

o. ラ mn1 xO.3mm の半白形の

もので累帯はほとん r認、めら

れた ν。 An30 程度の成分をも

ワている。黒雲母 l土 Imm な

いし 0.5mn1の板状結晶が線

配列を L め[ているロこの線

配列に垂直な汚片で;二，黒雲

母は斜長石のあ ν 、 7三、にグロッ

トをづくり，へきかし、の方向

第 20 画片!斑状花崩岩 は約 60° ， 130° に交叉してい

る D ジルコ γで r もふくんでいる。 X: 淡黄色・ Y-".Z: 赤補色，石英および‘カリ長石

は，これらの間をうずめて発達している。

岩体の大部分をつくワて ν 、る片麻状花喝岩には，圧砕の影響がみとめられる c 斜長石

の双晶は玄がり，とり，結品の主わりには再結晶してできた細かな粒状の斜長石ができ
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ている。石英もおなビように

動力的影響をしめ L ，波動消

光をしている c このような岩一
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B 童青石・黒雲母片麻岩

u、る。

との岩石はトムラウシ川源流や美生川上流で、 NN\V，美生川 8 ノ沢上流で、

は NE の走向をもち片麻状花崩岩体の西側をしめて大きく西巳弧をえがいて

分布しているO とのほかにも， トムラウシ川では数カ所に片麻状花局岩のな

かに片現に平行するパッチとして発達しているO これらの岩石は中粒ないし

細粒の縞状片麻岩のことが者告い。

鏡下では斜長石の O.3 mm

-O.2mm の粒状変品主石英

のレンズ状結品の問 i二，一方

向に配列する葉片状黒雲母が

片理をワ上くつくって v 、る。

黒雲母の多色性は片麻状花!詰

岩とかわらな ν、。主青石 i土

0.5mm-O.2mm の粒状の結

品をしめ L ている。わり ;b Y 、

に新鮮で，かつ包裏物がす〈

ナょ ν 、。玄た黒雲母にづっ玄れ

第盟国車青石黒雲母片日耳、岩 る屯のがおおい c

との岩石は日高山脈の中核ミグマクイトに関連する片麻岩とまったく区別

片麻状花奇岩

のなかにふくま

れて u 、る。

Cor: 蛮青石

美生川中流

x30
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できない。

またこの片麻岩には片理に整合的に粗粒古じがしば、しばできているO この組

粒の部分は，ポイキロプラスチックな石英訟もにカリ長石に特徴があれそ

れらの発達のようすは，片麻状Tt局岩での場合とまったくゐなじであるO

℃ 片麻状花同岩のなかのはんれい岩ゼノリ久

美生川 8 ノ沢合流!;付近むよび、その下流に，はんれい岩が片麻状花崩岩のゼ

ノリスとしてとりこまれているO それらゼノリスのもっとも変化のすくない

部分は，細粒の塊状はんれい岩であるO 斜長石は 1 mmxO.3mm ほ左の柱状

結晶で AuGO の成分をもっ。むもた有色成分には，輝石類が変化してできたカ

ミングトン角閃石と淡褐緑色角閃石とがあるが，それらは輝石の仮品をしめ

している O

この岩石は，粗粒 1有閃石はんれい岩のために不規則につらぬかれている O

つらぬいている粗粒の岩石には，黒雲母が斑点をつくってポイキリチックに

発達い まだ石英が斜長石( AU 50-45) を jなきかえている点がいちじるしい。

片麻状花局岩 J士， この粗粒角閃石はん fしい岩をつらぬいていて，はんれい

岩をなかにつつみこんで不規則にひろがっている O ちょうどその様子は， r諜

岩ο ようにさえみえる O ごうの岩石 ο境界の近くでは，はんれい岩には黒雲

母がたくさんでき，他の鉱物はひどく汚されている O 花局岩は角閃石をふく

むほかは，まわりの母岩とちがいはたい。また，このようなはんれい岩ゼノ

リスはトムラウシ川上流のトムラウシ山?付近などで転石をたくさん認めるこ

とカミで、きる O

これら片麻状局岩の産状をみると， この岩石はあきらかに道入性の岩石

であるが， ミグマタイトに関連する黒雲母片麻岩を構成メンバーにもってい

る点は，とくに注意される。

D 節理系

片麻状 ~(t 尚岩には，その岩体をつうじて規則正しく発達する節理がある O
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この節理は，との岩体のなかに限られやに， 日高層の地域にものび、てひろい

範囲を特徴づけていて，発達する方向は片麻状花商岩の片理面や線、理子Ijの方

向にたいしほほ、直角にできているから， Q 節理にあたるO すなわち，それら

の節理の走向はほとんど E-'V をしめし，直立に近い傾斜をもっているO 岩

体の南はじでは，片状構造の走向が E-'V に近くまがるから，ここでは岩石

の方向性に斜交するO

E 片麻状花尉岩のさもなう花白岩質アプライト

この地域のはんれい岩類は，まえにのぺたように規則E しく発達するアア

ライト岩脈群によってつらぬかれている。これらのアプライトは，はんれい

岩のみならや片麻状花崩岩をもつらぬいているO また.アプライトは， トム

ラウシ山・妙敷山 [y付近の二つの岩体の境界近くから，南側のはんれい岩体の

なかに，ひじように数が命拾しかっ， ~まとんど N 60o"，， 80oE 方舟にかぎら

れて発達しているのであるO

この方向は，片麻状花白岩の線配列の方向にほぼ、直交するものであれ片

麻状花崩岩体の Q一節理にだいたい平行するものであるO

トツグベツ川大正沢では，片麻状花崩岩とはんれい岩との捜する面の傾斜

は，ところによって一定していたいにもかかわらや，実際の境界面は南に煩

いていることがわかるO まえの項でふれたことや，これらのことを綜合して

みると，花両岩質アプライト岩脈昨は片麻状花局岩が遊入した際にひきjなこ

* *された張力の結果できた割れめ，あるいはその岩体周縁部の割れめを，未だ

固まりきっていないマグマの残液がみたしたものと解されるo (第 23 図)

これらのアプライトは，はんれい岩体の南部，ピリカベタヌ沢支流やキネ

ンベツ沢に発達する同じ方向をもっ花局岩岩脈，あるいはシートに直接連絡

しているものであるO

花商岩質アプライト岩脈は， 幅 10m 以上になよぶものから 1m にもたつ

*TensionJoint.
料 Marginal fissure.
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片麻状花喝岩ははんれ」、岩体

の下部から左上方へ流動ずる。

接触面は小さ u、変位によって乱

されている。

Gr: 片麻状花喝岩.

Gab: はん tl V 、岩

AP: アプライト

第 23 園 大正沢トッタベツ川出会よりほぼ東西の断而をしめず模式凶

せぬせまいものまであるが，幅の広い岩脈は，ゐもに細粒黒雲母花白岩アプ

ライトから成りたっていて，このたかを優白質なアプライトがつらぬいてい

るO 幅のせまい岩脈では優白質アプライトのみからなっているO

V 花闘岩

A 黒雲母花筒岩

花両岩は，この図幅では十勝ポロシリ岳の東山腹からトツタベツ川の峡谷

をよこぎり，三角点 1 ，089 III の山の東側まで，幅約 2kIll・南北延長老よそ 9

kIllの範囲をしめ，はんれい岩体と日高層との間に遊入しているO また，べつ

の岩体は，はんれい岩の南側キネンベツ沢上流からピリカベグヌ沢支流にか

けて， N600E の方向にのびるレンズ状岩体として発達し，あるいは図幅外，

芽室町剣山をつくる岩体の一部分が認められるO

これらをつくる花筒岩は，中粒ないし細粒の有色鉱物のすくない，均質で

かつ塊状の岩石であるO ゼノリスとしては， トツグベツ川むよび、オピリネッ

プ沢で細粒閃緑岩質岩石のパッチをわやかに認めたにすぎない。

花局岩の日高層にあたえた熱的影響は，いちじるしいものではないようで，

その範囲も，わりあいにせまいものであるが，ところどころにプ{ノレ状に高

い変成度をしめすホルンフエノレスをつくっているO

岩体の大部分をつくる花尚岩はカリ長石・斜長石・石英会よび黒雲母より

なるO

鏡下では，半白形粒状構造をしめすo(第 24 図〉斜長石は 2mmx Imm ないし O.5 mm

ーのー



きて v 、る。

1 ，089m の山，

北面白 x30

カリ長石， A':'f

長石，石英:}u J:

び黒雲 fまからで

xO.3mm ほどの半白形結，1JfUを

つ〈る。累 ;:11 1:]:わずかに発達

L , An~o_1'iの成分をもっ。ヵ

り長石はパース石構浩を[め L

て詐!長石・~~雲母の聞にひろが

うて ν 、る白石英l土カリ長石とと

もに間隙をうずめる。有色鉱物

l土黒雲母であヲて O.3mm" ほ r

の片状結品が認められる。

X: 決黄禍色・ Y: こび茶色・

第 24国花儲岩 z: セピアをしめすD

鉱物容量比はつぎにしめず。*

石英 カリ長石 斜長石 黒雲母 その他

ち 11 ち7 (負1]山) 34.2 38.2 23.4 3.9 0.3

キネンベツ沢を中心に発達する岩体の花両岩は，まえにのべたものにくら

ぺ斜長石はいくらか基性 (A 11 30-20) で、，カリ長石の量はすくないものである O

B グラノファイア

十勝ボロシリ岳の束面iをしめる花局岩は，その岩体のなか，あるいは岩体

にひじように近いところに，グラノファイア岩脈をともなっているO これら

の岩脈は花向岩休の東側に発達し， トツグベツ川本流・帯広川上流・オピリ

ネップ沢で認必られる。

岩石は，なかに合む鉄鉱のさび、で、黄茶色を~~びているO 帯広川では，直径

lcm ほどの卵形の空洞が流動方向をしめすように西日列しているO

斑品 l 土， A':'f長石で An~r，_~o の成分をもっ，累帯構造はわずかに発達している。

石基l工，びじように細かな科長石・石英@カリ長石が〈みあっていて，斜長石の細か

な短冊状結I誌を 0.0ラ mIll ほ F の石英およびカリ長石の粒状結品 ij: つワみこんで発達 L

ている部分が認められる。

VI ビウライト質はんれい岩

との岩石は， ピリカベタヌ沢ー下流沿よび、ヱサオマントツタベツ川中流で，

*北大理学部地質学鉱物学教室 鈴木淑夫学士測定。
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塊状はんれい岩を岩脈としてつらぬくものであるO 粗粒，塊状で，~↓長石の

量がすくなく風化山.は蛇紋石のためになめらかであって，かんらん石はんれ

い岩の風化面のようすと，びじようにちがっているO この図幅のなかでは，

はんれい岩体をつらぬく以外の関係ばたにもわからたい。しかし， 日高山脈

の南はじの広尾町吉調律の海岸で，ピクライト貨はんれい岩は， I院尻岳道入

体の第 5~羽花両岩にあたる t)iL~~訂正向汗をつらぬいているから，第 6 l明道入岩

に考えられるものである。
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との地域の日昔前'ーは，深成岩体のまわりではそれらの泣入による熱変成

作用をうけて，ホルンフェルス市をつくっている。

また図|陥の南西，札内川 i克明{，では， 日高山脈中核のひろい地域をしめて発

達するミグマタイトの形成に関連して，ひろい範囲に熱と動力との作用をこ

むむつ℃片麻岩・J1ι'1-.j;>よび、ホノレンプヱルスに変成し ζ いる。深成岩類ω按

触熱変成作用の主ァよんでいる範囲は，たいてい 2km をでないが，ミグマタイ
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ト形成の影響は片麻岩の外はじからも 4km にむよぷ。

深成岩類は片麻岩などをつらぬいているから，ととろによっては重複して

変成作用が訟となわれているととになるO しかし，それらをはっきり区別す

るととはむ宇、かしい。

ミグマタイト形成に関連する変成岩類は，つぎのように在るO

黒雲母片麻岩

〈葦青石〉黒雲母片岩

斑点状黒雲母ホルンブェルス

変砂岩および粘板岩

深成岩による接触熱変成岩

片状く董青石〉黒雲母ホル Y ブエルス

黒雲母ホル Y プェルス

変砂岩および粘板岩

ミグマタイトに関連する愛成岩

A 黒雲母片麻岩

黒雲母片麻岩は，この地域ではヱサオマントツグベツ岳附近より南にひろ

く発達しているO その中央は，はんれい岩によってつらぬかれるので，図幅

では東西二つの帯にわかれているO との東側に分布する片麻岩は，キネンベ

ツ沢東方で黒雲母片岩にかわるO

黒雲母片麻岩は，黒雲母がt;-:t-くて片理のつよい細粒古'1) と，斜長石と石英

のむ沿いわりあい粗粒の部分とが，互屑して縞状構造をつくっているO 主成

分は斜長石・石英・黒雲母であるが，角閃石もしばしば発達しているO とと

ろによって，カリ長石も認められるO 黒雲母は細粒部では一方向に配ヂu し，

寄木状にくみあう斜長石と石英の間に一様に分布しているO ジルコン，鉄鉱

をつつみとみ， X: うすとのこ色・ Y: とうじ色・ z: くり色，をしめすO

粗粒の部分では，斜長石は1.5mmx1mmv<:達する大きくて，わりあい白

形性のある形をしめし，An:\5の成分をもっているO 石英には波動消光がいち

じるしい。
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B C草青石〉黒雲母片岩

札内川支流のキネンベツ沢では， N10ー--20 0\V の走向の片麻岩の東に N

10 0E の片理をもっ黒雲母片岩が，幅約1. 5km の間に分布している O との二つ

のものの間には花尚岩がつらぬいているので，直接する古部 5分は認認、められない O

黒雲母片岩は 0.1 mm""O.5mm ほどのモザイク状にくみあつた石芙と斜長

石鉱物粒 J訟守よび

かには，石灰質団球をふくむものもしられる O

キネンベツ沢上流三!技附近には，童青石の斑状変品をもつひじように細粒

の片岩が，約 5m の厚さの層をたして認められる。草青石は 2mm--lmm ほ

左の卵形変品をつくるが，ときに 5mm に治よぶものもある O 片状黒雲母は

とれをさけてまがるものがむ沿い。童青石は黒雲母・斜長石たどっつみこむ。

ピナイトにかわっている O この韮青石をふくむ岩石は， '1[点岩の地層の組成の

ちがいをしめすもののように考えられる O

C 斑点状黒雲母ホノV:/ ブエノVス

との図幅では， ミグマタイト形成に関連する黒雲母ホルンフェノレスはキネ

ンベツ沢とスマクンネベツ沢とをわける尾根をつくづているらしいが，露頭

のぐあいで認められない。図幅外札内川本流では，黒雲母片岩は黒雲母の斑

*点をもっ片状ホノレンフェノレスにうつりかわるO

D 変砂岩および粘板岩

スマクンネベツ沢にひろく分布しているO これらはもとの岩石の構造をの

とし，再結晶は完全にゐこなわれていないものであるO 再構成は E参賀する物

質のなかにみられる不規則紅形の，淡褐色黒雲母でしめされるO

このような変砂岩・粘板岩の性質は，深成岩の接触熱変成によるものと全

草 木崎甲子郎: 十勝国札内川上流における片麻岩およびミグ‘マタイト類につ ν 、ての印

刷中。
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く訟なじであるO

II 深成岩類による接鰯熱愛成岩

A 片状ぐ童青石〉黒雲母ホ }V ンブェ }V ス

美生川やトムラウシ川では，片麻状芯局岩の接触部から数 10 メートノレの範

囲に， jf状のつよいホノレンフェノレスができているO これらは，東側では急に

片理をうしJまい，変堆積岩類にうつりかわるa ;十理の方向は深或岩のそれに

平行しているO 直接のコンタクトに，主青石がふくまれるところがあるO

鏡下では，黒雲母に配列性がつよいモザイク構造がしめされ，斜長石および石英は 0.1

Inn1 ほ空の粒度をもっ。iFf長石には双品するものがすくないD 黒雲母(二細かな鉄鉱で汚

染されていて，一方向に縞状に発注している。竜青石は絹雲母によりおさかえられてい

可

壬ヨ。

B 黒雲母ホノV ンプエノV二えおよび紫蘇輝石・黒雲母ホノV ンプェノVス

深成岩の接触変成作用の範囲は，まえにのぺたように，わりあい力がよわ

いものであるO 不変成日高層との境は，接触部から約 1 km1t.いし1. 5km ほ

どのところに長かれる O 変砂岩・粘板岩の再結晶の度合は，コンタクトにむ

かつてしだいに高められるが，直接するところが最高の変成度をしめす訳で

はない。三角点 1 ，089 m との接触部近くで， プーノレ状にいちじるしく粗粒の

ホルンフエノレスが発達している O この母岩は黒色粘板岩 i涼の黒雲母ホノレンフ

エノレスであるが，紫蘇輝石の細かな結晶も認められる。

粗粒岩(工奈 i長石 CAn35-30) が 2mmx 1mm ないし 1 mmxO.5 mm の短冊状変品とし

て発達するものであるロこれには玄た石英およびカリ長石のポイキロプラストを主もな

ってu、る。斜長石の斑変品はおもに石英によってそのへきかu 、あるν 、は累帯にそってお

さかえられ，その結果虫くい状の構造をつくワている。

第 10 第地質構造

この地域の基盤をつくる日高層群は，ジュラ妃あるいはそれよりも古い時
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代の地層をふくむものであるO ととで、は，それちを鮮新統?池田層あるいは

洪積統が直J妾にむ拾っているので， この資料のみでは地史・構造を J命中る訳

にはいかない。しかし， 日高山脈に関するいままでの知識をもとにして考察

すると，これをつぎのようにのべることができるO

日高屑鮮をもたらした地域は，古生代からジュラ紀にかけて一つの大きな

地向斜海であった。日高山脈の位置は，との地向斜海のほぼ中心部をしめる

ものであって，白亜紀のはじめから第三妃にかけて，あいつぐ摺曲運動によ

り次第に地脊斜の性状をゐびるようになったところであるらしい。

これをややくわしくのべると，ます=白亜紀のはじめ頃に，地口元]斜帯の中核

部のきわめて深処でミグマタイトが形成されだした。ミグマタイトは，ただ

高温度のもとで、物質の添加や除土・のみによって，広地域-に台よぶ堆積岩類が

トーナライト質などの岩石に交代変成されるだけではたく，構造運動の影響

がすくなくないのである。とのことは， ミグマタイトの構造にはっきりうか

がえるのであって， ミグマタイトは形成の過程で，全体が西にた語れた一つ

の大きな脊斜状構造をとりながら上昇したらしい。特に，片状をつよく jなび

た片麻岩や片岩には，変成作用と構造運動とのこつのものの関連がはっきり

しているO このミグマタイトの大部分が形成された後に，はんれい岩の道入

が，その帯の西側にそうわれめに行われた。(第 1 期主主入岩〕片麻状はんれい

岩類は，発達の程受からみると，山脈で、の構造上の役割lは，より小さいらし

い。恐らしとれはミグマタイト形成後かなりの時をへて，山脈が次第に固

まっていっていることをしめすものであろう。しかし，片麻状はんれい岩の

構造はそれが主主入ずる時期に相前後して，友会つよいストレスの作用のあっ

たことをしめしているO この治むくの岩石が変成岩ょうの構造をもち， Pyrｭ

oxenefacies にあることは，変成的条件のもとでの遺入を物語るものである O

マグマの流動の方向に平行するようた差動は，マグマが固まる際にくわえら

れたようである o Q 節理が片麻状はんれい岩体ではわりあい規則正しく一方

向に友らんでいることは，とのあらわれとみるべきであろう。はんれい岩類

(第三期注入岩〕はこれにたいし，ストレスの弱い普通の火成的条件の下でで
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きたことをしめしているO セブタをいくぶん不規則に数持者くもっとと，岩

質の変化がいちじるしいとと，節理に一定した方位のないことなどは，はん

れい岩類が一つの注入休をつくりながらも，内部では，それJぞれちがう条件

をしめし，外部併をから一応独立したいくつかのl['l-/亡を，内存在としてもつ

ことを予想させるO この岩体のなかに石英や黒雲母にいちじるしく富む岩相

のみられることは，はんれい岩体iて対する -(E両岩質岩石の影響のあったこと

しめすO 片麻状花尚岩は， ミグマタイトに関連して普通に発達する黒雲母片

麻岩を一部にもち，こらの形成がミグマタイトときりはなせぬ関係、にあるこ

とをしめしているO この岩石の構造と節理の発達のようすからみると，片麻

状花向岩は N-S の張力のもとに，はんれい岩休の下部から上昇してきたも

のらしい。この主主-入のためにはんれい岩休にはいちじるしいわれめができ，

それらにはアプライトが貫入しているO とれらアプライトの分布はいくつか

の扇状に発達する岩脈群のくみあったものとみられるが，その意味は未だよ

くわから紅い。とのアプライトは，また塊状の7t向岩にもつながるものであ

るO 花尚岩の赴入は片麻状花向岩の没入にむくれ，そのアプライト岩脈をも

たらせた，われめをつくる構造運動に関連したものであるらしい。

すなわち，片麻状はんれい岩にはたらいた運動を，もし N-S 方向に張力，

E-'V へ圧力をもたらせたものとすると，その運動は片麻状花向岩の時期に

N-S 性の張力としてとどめられていたことになるO

いままでのぺた， ミグマタイトと火成岩の形成が山脈の地下深くで行われ

たととを契機に地向斜帯は地脊斜とたるにいたり，第三紀のほとんど全期に

わたり次第に隆起し，ついに深成岩類は新第三紀鮮新世のなかばには地去に

あらわれるようになった。十勝平原南部域に発達するトヨニ川屑の堆積物に

は，黒色粘板岩礁とともに，とれら火成岩に由来する磯層が介在しているO

鮮新日士には一時山脈は隆起をやめ準平原化したとともあるが，その後まもな

く，鮮新世末葉から洪積世にかけての地塊運動によって， 日高山脈は現在の

ような姿をあらわした。
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十時広足郡及び河西郡地方詞査報告 鉱物調査報告ラ号 1911

日高田沙流川流域調査報告 鉱物調査報告 4 号 1911

日高国新冠・静内・三石三郡地方調査報告 鉱物調査報告 4 号

第 11 章応用地質

この図幅には，みるべき鉱床はふくまれていない。

池田胃にふくまれる E炭層は，現在渋山川の河床，標高約 205m (図幅の

ほじにあたる〕のところで芽室町高島主によって採掘されている。との亜炭

のカロリー等については，調べられていない。

深戒岩休のなかには，ところどころ政硫鉄鉱の鉱染却が認められるが，ヱ

サオマントッタベツ岳南東斜面， it 内岳への支脈と国境山脈との分岐点に発

する札内川支流では，約 3m ，.....， 4m 幅に同鉱が脈状に発達している O 露頭部で

は酸化作用がふかくまで告よんでいるので，新鮮な鉱石は得られない。この

Wi< の延長ば約 20m にわたり， その両はじを樹林に%3' :Jなわれるまで認められ

るO
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Resume

TheareadealtwithhereliestothewestofObihiro,extendingbetween
latitude42ー40'N aud42ー50'N and between longitude 142ー45'E and

143ー0'E.

Themostimportantorographicalunitoftheareaisrepresentedby

theeasternslopeoftheHidakamountain chain, which occupies the
westernhalfofthissheet:itiscomposedofthesedimentariesofthe

HidakagroupwhichisJurassicorolderinageandwithgneissesand

hornfelsesasitsmetamorphic del ・ivatives. Variousplutonicrocksare

foundtointrudeintobothofthem.

ThehighestsummitoftheareaisMt. Esaonlantottabetsu-dake

(1,901 m) , situatedatnearthesouth-westerncornerofthissheet, with

thepeakSatsunai-dake(1,895m)andMt.Tokachiporoshiri-dake(1,846m)

intheeast, consistingofthebranchofhighrelit[. Orographicalfeatures
ofsomeofthepeaksbearwitnesstothePleistoceneglaciation.

Theeasternpartoftheareacomprisesapiedmontplainofthose

mountainsandismostlycoveredbytheQuarternaryfandeposits.

TheSedimentaryrocks

TheHidakagroup: TheHidakagroupisfoundinthee邸tern part
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ofthemountains, andisconsistingofstronglyfoldedandcleavedblack
slateand sandstone, thatarenonfo8siliferous. Thisgroupisconsidered
Dotonlytobetheoldestformation¥vithinthis sheet, butitalsoforms
thebasalformationofHokkaido ・ In theaxialpartofthemountains

affectedbytheinfluellcesofthemigmatization process, thisgrouphas
beentransformedilltobiotite-gneiss, biotiteーschist andhornfelsesaccording
tothedegreeofmetamorphismwhichvariesfromwesttocast.

Intheeasternpiedmontplain, theIkedagroupofthepliocene age,
coverSunconformablyupontheHidakagroup. However, therocksof
thisgrouparchardlytobeobserved, beingoverlainbytheDiluvialfan
depositsconspicuouslydevelopedinthearea.

τhe Plutonicrocks

Theplutonicrocksofthisareaoccurinthewesternpartofthe

mountains. Theyinclude, amOl1gothers, gneissosc-gabbro, normalgabbro,
gneissosegranite, graniteandpicriticgabbro, whichformthesouth-eastern
partoflargeintrusivemass, calledthePoroshiri-dakeplutoniccomple 玄.

Thedetailsofthislargeintrusivecomplexwillberevealedwhen

theneighboringsheetsof“Poroshiridakeηand “}\'[j kage" willhavebeen

published.

Thegneissosegabbroconsistsofhypers;then2, augite, brownhornblende
andbasicplagioclaseasmainconstituent minerals, andshowsalarge
sill-likeintrusivebodywhichextendsinthedirectionofthegeneral

trendofthemountains.Thefollowingrocktypeshavebe('ndistinguished:

diabasicnoritc, granuliticnorHe,.noriteandquartz-biotite-norite.
Themostprominentfeaturesofthisgrouparctheparallelarrangement

ofeachoftheconstituentsremindingthepatterncommoningneissosc

texture, whichisconsideredtheresultofmagmaticflowmovementand
con ∞mitant deformationalmovementthathavebeenimposedfromthe

surroundings. Theintrusivebodyofthesegroupisaccordingtoitsflow

structures, steeplyboundedbythewallroeks.Thereforetheroofpendants
arenotrecognized.

Thecountryrockthatiscaughtintheintrusiveintheformof
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rock-s{~pta whichextendinthe げelieral din'Ctionofthegneissosetexture;
ゎ

theyintervenehotwcc 吐 different plutonicseries.

Anil1truslvl>massofthernrmalgabbrosoccupiesimmidiateeasteru

traetofthegneis ゅso gabbro, andshowsaσross cutdiscord:mtilltrusion.
TheintrusiVp mass h: 四 a hotclo町通 llcities ofconstituentsrangingfrom

Jう

olivinegabbro, noriteam]hyperite, hOfubh>ndegabbrotodioriticgabbro.
OlivinegabbroisexposedalongthewesternmargillalZOlleofthe

intrusive. Itisamediulll-to coarse-gra~ued rock, alldshowsmoreor
lessparallelstructureduetotheflowageofmagrua. Itmergesintothe

norite-hyperite8eriestoward the cast, inwhich type 持 transitional to

hornblendegabbroareencounteredatsomeplaces.

The110rite-hyperiteseriesandhornblendegabhmwithbrowllhornblende

makethetwomostprominenttypesiuthemass. ぐ[hey havefine-grained ,
chilledearlyfaciesandcoarse-grainedlate 、 r faeies.Thefille-graiu引I facies

isoften truncatαI bythecoarsegrainedgabbro, :"0thatthehalldcdOr
ribbonedstructuresareresult ぐd. ThesehandilJgsarechic 日y broughtabout

bytheintrusion",.hile stillhIliquidphasesintothechilledpartF, butou
theotherhaud considerablerepIncive poikilophitiedevelopmentofthe

plagioclase;:.;andhornblendesarebynomeanslessimportll1lt.

Besidetheabovemcntioned rocks, whichformalmost the 、 hull 玉川・

themass, somedivergingtypesmetwith, which, however, arο Ollly of

localsignificance.

Rockscorrespondingtothedioritic gabbroorhderogel1eousquart7.ｭ

biotitc-horllblcnde gabbro, arcexposedchic 日y inthe 、 north-eastern parts

ofthemasE', inwhichquartzandbiotiteshowdOl1linalltlyreplaciveor

l1Ietasomatichahits.

The 、 gneissose 、 granitc show ・ s intrusive rl'1 ati け II tけ th ぐ hasic mass,
andisexposedintheformoftheconcordanthodyeOllsistingofgranite

andcordierite-biotite gl1cissinthecentralpartofthenorthernregion.

Throughouttheintrusive, gneissicstructureischaracteristicsoftherocks.
Thestro1lg1yshe:u でd micaceoustypeiscllcount(>rcdintheeastern

peripheralpartofmass, andcordierite-hiotitegneissisfoundintI1C
westernpart;illthelatteritisfoundthatthecoarse-grainedgranitic
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]九yers withindistnictoutlinesdevelopalongthοplane ofschistocity. In

thesouthernsideofthecontact z()m 、， when 、 gl1 eissose granite break 丹

through gal 河川・ 0， plcllty けf theapliti('dikesan:mgcdillthedirections

varying bctwωn N(iDE :md N 向。 E ， tra Vl T泳、 t110 gal 市1・o mass. The

distributionofthes( 、 aplit ぐs suggest ぉ th( 、 intrusivοactivityοf thegneissose

匹ranite beneaththema~s ofgabbro.

Thegranite occursas iso1at 引1 lens-shaped hodiesinthesouthern

part, andassill-likeintrusive llodi 刊 attached totheeasternboundary

ofthegabhromass. The granite has a homogeneous mineralogical

combinationofpotash feldspar, plagioclase, quartzandaminoramount
ofhiotite. Themodeofoccurenceoflencularmassshowstheconnection

betweenapliteanel grallitοThis seem 日 to i1H11cateaslightlyyounger

ageofthegranitethanthegneissosegranite..,

Thepicriticgahhrcdissect 汚 th\· normalιahh 1' o inοne ortwoplaces

asintheformofsmalldikes, :mditmuste¥'Cntuallyheyoungerthanthe
graniticrocks.
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エサオマントッタベツ岳附近のはんれ ν 、岩
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第 2 図版

第 1 圃 エサオマントツタベツ岳北圏谷

at: 沖積崖錐

llll: 上段氷堆石

I匂: 下段氷堆石

第 2 圃 ヱサオマントッタベヅ岳東面圏谷

Illl: 上段氷堆石

1112: 下段氷堆石

第 3 圃 エサオマントツタベツ岳東面圏谷底より圏谷壁をのぞむO

中央のくろくみえる高みは氷堆石ではな ν、。おそらく後氷期の

形成によるものであろう。

テントは第 2 図の x 印の位置にあたる。
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ヨ1~ 3 凶版

第 1 圃剣山 11.1麓より南望， 'I1 出むよびじj麓F皆 L H, I , IV 階がみ

とめられるの

第 2圏花岩内T?? 地， Cf1 ) ゐよび、と帯広扇状地凶f (、'1'2) がしめされ

ているO トザタベヅIl (F流。

第 3 田 上帯広扇状地の断面をしめすO トザダベ Y 川下流。



5(1 4 図版

北~f3 J南西炭のなかカミら見いださ~ L7モ粉ゐよび、胞子煩(佐藤誠司〉

1 Picea, Abiestype
2 Salix, Quercu日 typむ

3 Tsuga

4 不明

タ不明 (Celtis typ 七〉

6 L-typc

7 不明

8 Iζ-type

9 不明

10 SphagnuIIItyp む

11Betula

12 :M-typc

13 不明

14 Alnustype(Par む 4~6)

1ラ不明

50μ

(0.05IllIII}



第 5 図版

第 1 園角M石はんれい岩交代相

第 2 圏 交代相のけんび、きょう写真 平行ニコル

左下にポイキリチック角閃岩がみえるO

PL: 斜長石

Hb: 角閃石
x 3ラ



第 6 図版

第 1 園 はんれい岩露頭

規則正しい節理をしめす。トッタベツ川。

第!2 圏花向岩質アプライトの岩脈

Ap: アプライト

J: 節理をしめす

第 3 圏花白岩質アプライトの流理構造

トッタベツ川 2 番滝
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